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配
給
に
お
け
る
雇
傭
、
賃
銀
及
び
勞
働
關
係」

.

.

.片
岡
一
郞

(

九
ー)

ユ
丨
ジ
ゾ
•
ス
テ
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發
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國
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來
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經
濟
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展
の
政
治
的
意
_」
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.飯島瑞孑

(

九

己
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ト

マ

の
財
產
論
に
o
い
て

平

井

新

十
适

.1
&
紀
に
ゲ
リ
ス

>
テ
>
ス
-.
0

「

國
家
歷

：：.

が
れ
る
ま
で
は
、

.

(

聖
書
と
ア
ゥ
グ
ス■チ
：ヌ
.ス
財
産
理
論
が
決
定
的
の
も
の
で
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-■ 

• 

' 

-
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• 

■ 

• 

-

»

.

.
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-

あ
'つ
た
。
十M

隹
紀
に
お
げ
る
ア
リ

X

ト
ーK:

レX

の
著
作
の
再
發
見
は
傳
來
の
財
！

}理
離
の
上
^

深
刻
な
る
影
響
を
寒
兄
ず
に
は
お
か
な

 

、
か
つ
：た
。
：そ
れ
眯
>
、叢

ぬ

璉

論

と

異

つ

て

、
.
ア
.リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
：

「

國
家
學
1
に
は
：、
べ
秋
有
財
摩
は
^

^
い
ぅ
前
代
^

^

©激
撤
が
說
か
れ
で
い
た
か
ち
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
こ
れ
ま
で
、
久
し
べ
龙
酤
的
で
あ
つ
た
敎
父
及
び
ダ
ラ
チ
ア
ヌ

 

ス
法
令
集
の
砠
想
之̂

^
的
に
相
容
れ
ぬ
もQ

で
あ
つ
た

。
無
論
、；

傳
統
的
な
ス
.
ト
ア
的
キ
4
ス
ト
敎
的
財
產
理
論も
.こ
の
時
代
に
は 

旣
に
ニ
部
の
神
學
者
や
敎♦
法
事
者
達
：の
數
次
の
枇
钊
を
ぅ
げ
て
、
.大
き
く
動
搖
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、，ア
'リ
ス
>
テ

レ

，
ス

の

「

_ 

家

學J:

の翻
！！

出

規

は

、
.こ
れ
ら
办
批
評
家
達
^
薪
鋭
め
武
器
と
權
威
と
を
供
す
る
%'
の
セ
あ
づ
た
の
で

あ

る

？ 

中
世
初
期
の
財
產
璉
論
は
旣
に
强
大
化
し
た
于
三
基
の
敎
會
に
と
つ
て
相
應
わ
し
い
も
の
で
は
な
く
众
つ
て
い
た
。
思
ぇ
ば
、
ブ
ゥ
グ

 

K

チ
ヌ
ス
の
財
産
論
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、

1

方
に
お
い
て
はa

丨
マ
帝
國
が
日
々
に
衰
退
を
見
せ
つX
、
他
方
に
お
い
て
敎
會
が
異
敎
と
 

,

聖
ト
！
>
ス
6
財庫論について，
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(

ー
0
八
0)

.な
お
：不
安
の
.
_爭
を
繰
返
:1
.
つ
入
.あ
る
旗
の
，こ
と.で
あ
，0
た

：
か

：
ら

：

《

財

產
.
_の
都
き
現
世
の
制
度
は
自
然
に
適
合
す
る
も■の
で
は
な
く
、
た
と
 

£

#
躲
沿
お
々
て
も
、
有
窖
な
る
憤
潛
：で
あ
る
务
い
が
思
想
钱
.變
達
の
實
際
尖
の
：經
驗
と
步1
も
矛
盾
を
き
た
す
も
の.で
^
な
か
つ
た
。

■ : 

^

1>
^'
十

恵

佌

紀

に

入

各

之

事

情

は

一：
變

し

た9
.異

敎

と

の

戰

に

勝

ち

、
：：
：
殆
ど
す
ベ

.て
の
人
が
キ
リ
ス
■ト
敎
徒
とな
り
.、

秩
序
と
文 

明
之
が
、.
.少
く
と
も
部
分
敗
に
妨
キ
タ
ス
ト
敎
會
の
：影
響
を
通
で
て
囘
復
さ
れ
、

'
:
:
聖
別
さ
れ
，
そ
し
て
敎
皇
の
地
位
が
货
界
で
最
本
强
大

.
で
ャ
富
裕
七
没
^
た
十
三
世
紀
め
敎
會
は
ャ
も
は
や
昔
日
の
敎
會
で
は
な
く
^
世
界
最
强
の
存
在
と
^
て
君
臨
す
る
王
者
の
姿
と
な
つ
て

.

.

.

. 

- 

- 

-

•'
-
•
•
-

い
ち
へ
親
世
め
制
度
は
今
や
敎
會
の
制
度
で
あ
め
广
ア
ケ
グ
ス
チ
ヌ
^
忆
ょ
石
^
神
の
國
卜
とr

地
め
國」

.

.

.
4の
.此
喩
は
最
早
や
親
實
の 

事
赏
に
符
合
I
な
く
な
つ
ス
%

ト

;1
.
.マ
ス
が
ア
r.

ス
.小
テ
レ
ス
0
:

「

國
家
學
.
1，に
據
づ
て
財
產
理
論
を
書
い
た
の
は
、
.
正
に
こ
の
ょ
ぅ
な 

世
界
の
現
實
を
背
景
と
^
た
も
の
で
あ
る
0

,,
'

.

:マ
:

.

-'.
ノ
人
ン

^ ̂

' 

財
産
論
と
い
.つ
：て
も
ト
ー
マ
ス
に
は
、
特
に
’こ
れ
.に
關
す
.る
系
統
的
な
著
作
と
い
}
も
の
は
な
い
。
‘彼
の
財
産
論
は
主
と
し
で
、
そ
の 

'
大
著
' 
神
學
大
全

：

(
s
u
m
m
a

 t
h
e
o
l
o
g
i
c
a
)

第
二
.第
一
一
部
第
六
十
六
問「

窃
盜
i
掠
奪
に
つ
い
て」

の
中
に
斷
片
的
に
散
見
し
て
い
る
に

止
ま
づ
て
い
る
か
ら
、
と
れ
に
關
す
る
章
句
を
收
拾
補
綴
し
て
、
.彼
の
眞
意
を
推
測
す
る
外
は
な
い
。

• 

■

O
H
)

 

R
i
c
h
a
r
d

 Sc
h
l
atter: 

P
r
i
v
a
t
e

 P
r
o
p
e
r
t
y
,

穿
®
B:
g
c+
o
r
y 

o
f

 a
n

 idea. 1
9
5
1
'
p. 4

7
-
4
8
.

> 

.

• 

• 

. 

•

ト
ー
.マ
ス
の
，財
産
思
想
の
形
成
の
上
に
、
.多
か
れ
、

•■
/J''
ノ
な
か
れ
、
.感
化
を
興
.え
た
と
潠
え
ら
れ
る
精
祌
的
風
土
に
つ
い
て
簡
單
に
述
べ

ぶ
う
。■ 

ニ
：
. 

,

先
ず
、

こ
の
點
に
つ
い
て
、
彼
の
上
に
最
も
深
い
感
化
を
與
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
は
ア
リ
ス
.ト
テ
レ
ス
で
あ
る
。

,

T

k

Kト
テ
レ
ス
の
財
產
ぎ
は
そ
の
著
；

「

國
家
學』

第
一
.ー
卷
に
お
げ
る
ブ
ラ
ト
シ
の
，
共

産

主

義

に

對

ず

'る

批

判

に

關

運

し

て

述

べ

ら

れ 

て
い
^.
'
。
彼
は
經
濟
的
、
'社
會
的
及
び
心
理
的
理
由
か
ら
プ
'ラ
ト
ン
の
共
産
主
義
を
排
し
て
、
，
.
私
有
耽
産
制
を
辯
護
す
る。
.

.

.
私
有
制
は
共
產
制
に
ぬ

_
ず伴
ぅ
と
.こ
ろ
の
生
產
物
の
分
配
上
の
不
卒
不
滿
を
除
く
も
の
で
あ
る
。
共
產
制
.で
は
提
供
す
.る
勞
働
ど
こ
れ 

に
對
し
て
支
狒
は
れ
る
報
酬
と
の
，間
に
均
衡
を
期
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
.あ
；つ
.て
、
そ
'の
た
め
.に
：と
か
..く
勞
働
を
廉
う
と
い
$
傾
向 

が
坐
れ
て
く
る
。

' 

.

.

• 

'
■
. 

' 

、
 

‘
•:
.

:

-
 

.

そ
も
そ
も
人
間
と
い
ぅ
も
の
が
、
自
己
に
對
し
、
.，自
分
の
も
の
に
對
し
_て
格
別
.の
愛
着
を
感
ず
る
こ
と
は
良
然
.
§
感

情

で

あ?;
-

、

'こ

の 

ょ
ぅ
だ
自
然
感
情
を
滿
足
さ
せ
る
と
こ
ろ
.に
人
間
.の
無
也
の
快
樂
が
坐
れ
て
く
る
。
，.非
.難
さ
る
べ
き
も
の
は
守
錢
奴
に
見
る
ょ
ぅ
な
貪
慾

で
t

。.處

や

I

s

產

I

S

U
對

す

る

蒸

I

愛
I

何
人

f

通

有

な

自

鑛

情

で

|

。
忘

g

き

1

1

.

.

制

は

人

間

の

自

然

本

性

'に

.

反
す
る
も
の
で
あ
を
。

.'/
./
■'
.

'

. 

: 

;

•:
,

■■
•
、

.

, 

■，私
#S

塵
は
友
情
を
滿
景
隹
奮
ハ
友
人
'
客
人
、：仲
陬
を
喜
ぼ
ぜ
於
り
、
.助
け
だ
ゲ
す
る
こ
と
は
無
上
に
悅
ば
し
く
、
樂
し
い
も
の 

で
あ
る
o
"
.
じ
か
じ
こ
の
こ
と
は
財
產
が
崧
有
さ
れ
て
砂
る
場
合
.に
初
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
典
產
制
の
下
で
は
望
め
な
い
.。
 

:
金
錢
に
對
す
る
寬
尤
の
德
に
つ
い
て
も
亦
同
樣
.で
あ
る
。
何
か
與
5'
-
る
も
の
を
も
ウ
-
ど
が
が
げ
れ
ば
、
與
ぅ
る
德
を
も
つ
わ
け
に
は 

ゆ
沢
な
い
が
ら
ガ
あ
る
。

.■ 

'.
:
:
.
■■
'
ハ
'.
:
ぐ
.'
.
.

V

 

M
;-l
.
:-'
;
v::

、::
-
v 
.. 

- 

,

-て

.

.

ト
，
が

く

見

る

於

き

は

、
，
私

有

財

產

ば

人

性

办

微

本

に

娘

差

す

要

沐

で

あ

：る

が

故

に

，そ

れ

.は
自
^

^
の
も
の
で
あ
る
。
私
有
財
產
に
ま
つ

わ 

る
種
々
の
隊
害
0
責

は

人

性

の

負

ぅ

べ

き
%-
'
の
_で

あ

づ
^

:;
-こ
の
^

^

の
も
の
の
鼸
知
す
る
.と
'こ
ろ
で
は
な
い
。

ソ
ざ
れ
ば
ど
い
つ
て
.プ
リ
ふ
ト
关
レ
ス
ぱ
現
實
め
私
霖
を
直
ぬ
.そ
.0.
'ま
乂
..の
，形
.で
是
認
し
ょ
ぅ
.と
ず
る
；も

0-
す
は
な
い
.。
要
：は
軾
有
制 

に
對
し
て
社
#
公
共
の
利
益
が
要
求
す
る1

定
の
制
眼
を
加
え
•る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
1適
正
な
る
社
會
的
慣
習
と
立
法
の
カ
に
上
づ
ぃ
て
、
.'>

S3
ト
ー 
>
义
の
財
庳
論
に
つ
い
て
パ
 

三

.
a 

0A-
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こ
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八
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故
有
財
產
を
單
に
權
勢
追
求
の
手
段
と
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
廣
く
社
會
公
與
の
利
益
の
た
め
に
使
用
す
.る
こ
と
に
よ
っ
て
倫
理
的
目

 

n̂
'm
r/
f
e
.
の
有
効
な
る
#'
段
と
す
る
.こ
と
で
あ
る
。Private property, c

o
m
m
o
n

 u
s
e

卽
ち
財
產
の
所
有
權
は
ど
こ
ま
で
も
個
人
の
手

 

に
、
そ
し
.て
そ
の
使
用
は
ど
こ
ま
で
も
社
會
公
典
の
利
益
增
進
を
志
向
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

.

以
上
が
ア
リ
.ス
ト
テ
レ
ズ
_の
財
產
論
の
大
要
で
あ
る
。

彼
は
じ
の
方
法
に
よ
っ
て
共
有
財
產

(

共
庳
主
義)

と
私
有
財
產(

個
人
主
義)

と
の
長
所
を
同
時
に
併
せ
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
、

 

こ

に

.も
、
.中
庸
の
德
を
重
ん
じ
て
ゾ
何
事
に
お
い
て
も
折
衷
的
な
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
根
本
的
精
神
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
中
世
キ
リ
ス
ト
敎
會
の
敎
父
の
財
產
觀
を
一
瞥
し
よ
う
。

. 

' 

同
じ
く
敎
父
‘と
い
ヴ
て
も
^
彼
等
の
見
解
が
必
ず
し
も
ー
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

 

r
私
有
財
產
を
公
然
と
擁
護
す
る
ば
か.り
で
.な
く
、.
こ
れ
を
以
て
、
人
類
原
输
以
来
の
自
然
的
制
度
で
あ
る
と
み
る
も
の
に
ラ
ク
タ
ン
チ

 

ゥ
^

^
あ
ぞ
。
皮
と
花
反
對
の
立
場
に
.立
っ
も
の
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン

ス

が
あ
る
。
彼
は
私
有
財
產
を
利
己
心
と
不.I
E
義 

ひ
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
否
認
し
、
積
極
的
に
共
產
主
義
の
是
な
る
こ
と
を
說
い
弋
。

 

‘

し
か
し
大
多
數
の
故
父
は
私
有
財
産
を
合
理
的
且
つ
合
法
的
制
度
と
し
て
是
認
す
る
態
度
を
と
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
こ

 

れ
と
原
罪
と
を
結
び
っ
け
る
一
派
と
然
ら
ざ
る
一
派
と
に
分
れ
た
。
前
苕
の
說
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
人
類
の
原
始
自
然
狀
態
に
は
專
ら

 

.共
產
主
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
も
と
よ
り
私
有
財
産
は
存
在
す
る
餘
地
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
人
類
の
墮
罪
の
結
果
、
人
問
の
利
己
心

 

と
紛
爭
の
危
險
を
考
慮
し
で
、
私
有
財
產
と
い
う
制
度
が
案
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
私
有
財
產
は
人
類
原
罪
、の
所
產
で
あ
っ
て
、

 

ス
ト
ア
の
意
味
に.お
け
る「

曇
ら
さ
れ
た
自
然
法」

の
制
度
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
見
解
は
、

「

す
べ
て
の
も
の
は
自
然
に
 

よ
つ
て
共
有
で
あ
る」

.と
い
う
原
始
キ
リ
.ス
.ト
敎
の
原
理
の
解
釋
が
ら
生
れ
た
も.の
で
.あ
つ
.
.て
、
ス
ト
ア
的
丨
キ
认
.ス
ト
敎
的
敎
說
と
呼

ば
れ
て
、
ア
レ.キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
に
始
ま
り
イ
シ
，ド
1
ル
ス
の
時
代
ま
で
行
わ
れ
た
の
で
あ^7
1 

-

初
代
キ
リ
ス
ト
敎
會
最
大
の
敎
父
で
あ
り
、
中
世
キ
リ
ス
ト
敎
神
學
の
根
源
で
あ
る
ア
ゥ
グ
ス
チ
ヌ

.ス
'は
.ア
リ
.ス
ト
テ
レ
ス
とa:
.、
に
ト 

1
マ
ス
に
廣
大
0
感
化
を
與
え
た
人.で
あ
る
。.
彼

に

よ

れ

ば

、

神

、
の

み

が

そ

の

.創
造
し
給
う
た
萬
物.の
絕
對
的
所
有
權
を
有
し
給
い
、
い

 

か
な
る
制
約
を
も
う
け
る
こi

くr

こ
れ
を
行
使
じ
給
う
、
し
か
も
人
間
の
幸
福
の
た
め
に
行
使
し
給
う
の

 

'で
あ
る
。
入
間
の
所
豸_
 

の
書
は
全
く
相
對
的
の
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
神
.の
.意
思
に
依
存
す
る
。
神
は
そ
.の
創
造
し
給
う
た
財
產
り
使
用
を
人
間

f

 
8)

 

'
 

, 

■

に
！
！

め

給

う

が

、

そ

の

.
濫

用

は

許

じ
給
わ
ず
。
掠
奪
へ
は
掠
奪
の
果
實
を
た.と

え
施
與
の
た
め
に
使
用す

る

と

し

て

も

許

さ

れ

な

い

。

.
キ

リ

ス
ト
者
は
私
有
財
産
を
も
つ
て
い
け
な.い
こ
と
は
な
い
が
、.で
き
れ
ば
、
.も
た
な
.い
方
が
よ
ろ
し
い
。
と
い
う
の
は
私
有
脉
產
は
.禍
惡

 

(

9)

の

誘

因

と

な

り

、

原.因
と

な

る

か

ら

で

あ

る

と

い

う

の

で

あ

る

;0 

(

1
.

)

.拙

稿
--
.ア
リ

ス

ト

テ

：
レ

.ス

.
の社
會
思

想」

.
三
田
學
會雜
誌
第
四
十
五
卷
第
四
號
。
，

(

-2) 

Koss: 

Aristotle. 1923, 

P. 

245

A

4) 

L
a
c
t
a
n
t
r
o
s

は
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
'ア
ヌ
ス
帝
時
代
の
神
學
者
で
、n

ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
乂
帝
の
王
子
ク
リ
ス
プ
ス
の
敎
i
o 

(

5)

«
1
©日
6
沄
は
第
±:
世
紀
末
ア
レ
キ
：サ
ン
>
リ
ア
.敎
校
の
敎
師
0.
-

,

C
6
>
:

 J
s
i
d
o
i

 (560—
6
3
6
)

セ
ヴ
ィ
ー
ラ
の
司
教
。

.

.

(

7 

V
. 

scinllm̂
..Qtto 

” Die., staats-'.mld 

soziallehre.
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 .V. Aquin. 2.:.AUfL. 1930* s* 250—
251*.
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l

u
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M
l
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S
I
C
T
O
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こ
の
點
に
關
し
ズ
は1
1
^
1
1

居

寒

«
6'§
: T

H
e

 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 of the concept of P
roperty
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P
6
1
s
c
a
l

 

Philosophy 
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a
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X
L
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J
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を
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れ
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.ゾ

.
VV.
S:
伸
學
#
雜
驚 

'
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'
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:
'
:
.
.
v 
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六
，
，

(

I

0
--
A
四)

.

. 

ト
ー
マ
ス
は
ア
ゥ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
故
智
に
做
つ
へ
て

)

所
有
權
を
二
つ
の
種
類
に
分
け
る
。
そ
の
一
つ
は
、
木
原
的
所
有
權

o
o
m
i
n
i
u

日 

p
r
i
n
c
i
p
a
^

で
あ
り
、
：.そ
の
二
は
、
自
然
的
所
有
權

D
o
m
i
n
i
u
m

 naturale.

で
あ)

る
。
前
者
は
專
ら
祌
の.も
の
で
あ
り
、
後
者
は
專
ら

.
.
A
;
,
:
'

. ',

,
.
:
.
で

'
'
：

'
.
'
,
て

.

本
原
的
听
有
權
と
.は
い
か
な
る
；も
の
.で
，.あ
.る
か
ァ
そ
机
极
宇
窗
:0
'萬
.物
に
對
ず
る
.神
の
所
有
權
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
は
、
ア
ゥ 

グ
'

K
:

チ
，

^
'

ス
...
ぞ
の
.他
の
ス
3»
テ
神
學
#
ど
同
樣
に
，
.字
宙
ぬ
萬
物
ば
す
べ
^
神

CD
-
'創
造
し
給
ぅ
た
%：
ぬ
'で
あ
^-
か
ら
.、
.
ま

は

當

然

そ

の

唯 

r

V
最
高
、‘
紙
對
.の
脾
有
教
で
あ
り
.、
從
づ
.で
萬
物
に
對
，し
絕
對
的
所
有
權
を
も
ち
給
ぅ
も
の
と
考
え
た
。
宇
宙
の
萬
物
は
何
一
つ
祌
の 

|0
造
の
鄉
费
に
'か
.，\
ら
：ぬ
も
.の
.と
て
は
な
.い
'-
0
+

、、へ

て

、

ぞ

，
の

起

.

源
^
存
在
.と

.%
創
造
#

で
あ
名
神
に
負
ぅ
も
め
で
あ
つ
て
、
神
の
像
に 

似
せ
.て
創
ら
，
れ.た
人
賦
自
身
%-
亦
そ
の
眞
の
意
味
に
’お
い
て
.神
の
所
有
物
で
あ
り
、
.脉
產
に
外
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
神
の
力
の
前
に
は
萬
物 

み
.な
御
意
ー
の
ま\
に
服
從
す
る
0 

.

■
: 

:

ど

h 
く
の
如
ぐ
、
' 

#が
踏
#
こ•對
し
て
も
つ」

±
こ
.ろ
0
.こ
の
所
有
權
こ
ぞ
は
何
も
の
に
も
侵
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
絕
對
、
最
高
め
も
の 

で
あ
う
て
、
ト
ー
マ
ス
は

し̂.机
を
本
原
的
所
有
權p

i
i
n
i
u
m

 p
r
i
n
c
i
p
a
l
s

と
呼
^

-^
い
石
。
か
く
て
萬
.
は
.
_の
も
.の
^

あ
るp

ト
1 

マ
ス
がf

外

物

は

ニ

様

：に
.篇
察
さ
れ
る
。
.そ
.の
.
ー；.っ
は
そ
の
.も
.の
.の
.本
質
に
.鬬
す
^
.
そ
山
ズ
、
こ
れ
は
人
間
:0
功
|
服
せ
ず
广
祌
の
そ 

れ
に
服
す
る
の
み
。
翁
‘の
力
忆
は
萬
物
み
な
御
意
の
ま
i
に
服
從
す
，'.
^
で…

^
娜

は

萬

聯

の;_
h
に
本
減
的
樹
淹
權
を
も
-.
^
游
ぅ
^
と
：い
；
つ 

て
い
る
の
は
こ
の
意
味
に
外
な
ら
な
い
'0
.

'
“

-
 

.

入

：
•■
;

■
. 

.

.し
か
し
な
が
ら
、
.-
:
:神
が
萬
物
を
創
造
し
給
ぅ
た
の
は
、
’自
分
の
た
め
.で
は
な
鳴
、.他
め
用
.に
資
せ
.ん
_.が
.た
.め
，で
，あ
つ
た
。
な
ぜ
^
ぃ 

ぅ
に
祌
は
完
全
に
自
足
し
給
ぅ
た
も
の
で
あ
る
か
ち
、.
.
.
自
ら
は
外
的
諸
物
を
必
要
七
-1
>
給
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。.
そ
も
そ
も
人
間
が
諸
種 

の
欲
望
を
%
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
.は
當
初
か
ち
神
^
意
思
で
あ
っ
た
。
欲
望
滿
足
の
た
.め
に
は
.、
こ
れ
に
要
す
る
財
貨
を
生
產
す
る
勞

働
が
不
可
缺
で
あ
る
。
だ
か
ら
勞
.働

は

入

類

の

：
生

存

，上
に

.
お
け
る
至
.上

-0

義
務
で
あ
る
。.
勞
働
は
.ま

ず

こ

：れ

を

働

き

：が

け

る

勞

働

對

象

を

必
ず
や
必
要
と
す
る
タ
そ
と
で
神
は
ス
類
全
體
に
對
し
て
、
勞
働
命
.令
.と
共
に
、
そ
め
所
有
に
か
\
る
外
的
自
然
め
諸
物
を
使
用
す
る
權

" 

,

 

.....

利
を
ネ
與
克
給
う
た
9

で
％
0̂

て
-\
-
.
に
1湖
妁
ズ
人
間
の
.
.所

有
,|
1

が
誕
生
す
る
。
ト
ー
マ
ス
は
こ
れ
を
神
の
所
有
權
た
る
本
原
的
所
有
權 

に
對
1

ズ
启
然
的
所
有
權
-0
,

0

&

1

1
2*

日
.

1

1

^

1

1

3

1

6

と
呼
‘ん
で
.い
る
-.
.0

ト
ー
マ
ス
が
.

「
…
…

第
一
一
に
は
、

そ

の
.も
の
の
使
用
に
關
す
る
。

. 

そ
し
て
人
間
枕
そ
の
.點
に
お
い
て

自

然

的

所

有

權

を

も

っ

，：、

.
，
何

故

な

ら

ば

，
、

'
彼
は
理
性
並
に
意
思
に
i

り
外
的
諸
物
を
恰
も
自
己
の
た
め

.
* 

, 

. 

i 

. 

% 

€ 

'
•
» 

- 

k 

- 

/ 

• 

. 

>

:
に
.作
ら
れ
，た
も
9

;
の
如
く
、，
启
己
の
利
益
の
龙
め
'
に
_

用
し
う
る
か
ら
で
あ
る」

'

と
.い
い
、
.
更
に
ま
.た

「

潘
雄
萬
物
の
上
に
本
原
的
所
有 

獾

を

も

：ち

輪

う

。
：，

•
.そ
わ
て
祌
は
そ
の
意
思
に
基
い
ズ
若
子
9

も
の
を
人
間
の
肉
體
的
猓
持
の
た
め
に
洗
て
給
う
た
。.
そ
し
て
こ
の
故
に
人 

間
は
そ
.れ

ら

.の

使

用

能

力

に

っ

い

て

は

諸

物

の

自

然

的

所

有

權

を

も

っ

.も
の
で
あ
る
^

と
述
べ
て
.い
る
の
は
い
ず
れ
も
こ
の
意
味
を
指
す

4 

' 

. 

* 

- 

. 

i . 

■ 

. 

•
> .
 

*■

も
の
^

.^
ろ
う
。
、

'

ノ 

.
‘ 

'

.
• 

: 

. 

, 

•

»

 

• 

. 

- 

•
>

 

'

 

>

 
.

-L

か
ら
ば
自
然
的
所
有
權
2

呼
ば
れ
る
人
間
の
所
有
權
の
本
質
と
は
い
.か
な

ん

先

の

；
.で
あ
る
か
で

 

.

..

.
>
1れ
に
っ
い
士
、
；ト
丨
-
:ス
ばF

外
物
に
關
し
て
人
間
は
一
一
つ
の
こ
と
を
考
慮
し
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
.一
つ
は
管
理
及
び
經
營

■ 

• 

- 

■ 

: 
■ 

: 

.

.

.
 (

6)

.の
權
利
-

potes^s.procmrandi

 e
t
d
i

咎e

甘sa
n
d
i
-で

あ
る
。
：

そ
し
て
こ
の
點
に
お
い
■て
、

私
有
は
，許
さ

れ

る

」

と
い
い
更
に「

外
的
諸

.

>

 
.

物
に
カ
い
て
蔣
痛
す
べ
音
他
；の
.
.點
.は
そ
れ
ら
の
.使
用
と
^

-3
こ
.と
で
あ
る
。
そ
し
て
.ゥ
こ
れ
.に
っ
い
て
人
間
は
.外
的
諸
物
を
自
分
の
も
の
.

. 

- 

•

と
，七
，

V

で
は
：な
く
、
.共
同
の
利
.益
の
た
め
'に
、
.
_
'
卽
ち
#
人
も
他
人
の
困
窮
に
際
ん
て
快
く
、
.
i
れ
'を
分
ち
與
え
る
心
掛
け
で
、
.所
有
し
.な 

く
で
.ば
な
ら
ぬ」

^'
述
べ
て
い
る
:9

:
,-
...

::
:.4
 

\

.:-
h

.

p

.マ
ス
の
表
現
は
甚
だ
簡
赂
で
•>

.

.

.

理
解
す
る
^

い

さ

さ

か

困

難

：で

あ

る

が

(

彼
の
意
味
す
る
と
と
ろ
は
こ
5

で

あ

る

。
、
卽

ち

同

じ

く 

所
有
權
と
い
っ
て
も
ハ
人
間
の
所
冇
權
は
絕
對
的
な
神
の
所
有
權A

；

は
全
く
異
っ
て
、
神
の
所
有
物
で
あ
る
外
的
_

の
使
用
櫂
に
す
ぎ

逛
トT

マ
.

K

の
財
產
論
に
っ
い
て 

• 

七
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な
い
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
神
の
財
産
を
、
神
の
命
に
ょ
り
、
神
に
代
っ
て
、
管
理
經
營
の
責
に
任
じ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

,
だ
か
ら
人
間
：は
こ
：れ
を
使
用
す
谷
に
當
っ
て
.は
、'
.委
託
:#
:
,̂
る
神
の
：意
思
を
ょ
く
體
し
て''
ひ
と
り
自
分
の
た.め

ば

か

り

で

な

く

.
、

廣

く

•
• 

- 

. 

- 

■ 

.

•<
.
.
.
.
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■

 
'

 •

•

 •

 
•

 

•
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.

 

.
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..

社
會
公
共
の
福
祉
、.殊

.
に

貧

困

者

の

救

濟
，の
た
め
に
使
用
し
な
け
れ
ば
众
ら
ぬ
、
，
と
い
う
の
で
あ
る
。

.

だ
か
ら
ト
1
マ
ス
の
i

l

え
名
と
、
人
間
の.所
有
權
と
い
う
J
 

ろ
©.
‘：.
1§
^
t
e
n
Bl
-
,
 fruendi ac abutendi (

使
用
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收
益
處
分
の.權
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と
い
う
意
味
の
絕
對
的
所
有
權
で
は
な
く
、
原
所
有
權
者
た
る 

神
の
觀
箝
を5 :

け
て
行
$
財
貨
の
..管
理
經
營
の
權
利
に
す
ぎ
な
い*'
い
.う
こ
、と
に
な
り
、•私
有
財
産(

私
有
權)

.は
管
理
經
營
の
權
利
を
個
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か
く
：て
人
間.の
所
有
權
：は
、.

1

種
の
.委
任
關
係
と
な
り、
' 財
產
所
有#
は
そ
め
所
有
す
る
財
產
の
單
な
る
管
理
者
た
る
に
す
ぎ
な
い
。

. 

從
づ
て
彼
は
委
託
者
に
無
斷
で
、
そ
の
財
産
を
使
用
、
收
益
、
及
び

.處
分
す
る.ご
を
は
#
さ
れ
.な
い
。.卽
ち
財
產
は
私
物
で
あ
っ
て
、
私
物

 

で
ば
众
い
；
一
種
の
公
器
で
あ
る
か

^

'
所
有
者
は
神
の
志
向
し
給
う
と
と
ろ
努
ょ
ぐ
體
し
て
、
.

：

こ
れ
に
適
合
し
た
管
理
經
營
の
道
を
講
じ

 

な

装

ば

な

ら

ぬ
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ラ

ン
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.
ゴ

ス

ラ
ン
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ト
！
マ
ス
の敎
說
か
ら
で
て
く
を
も
の
ば
、
.
.富
め
る
も
の
は
神
の
番
頭
で
あ
っ
て
、
彼
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貧
し
い
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た
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の
必
要
に
應
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助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
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#
の
前
に
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算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
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と
で
あ
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と
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ま
た
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私
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財
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は
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神
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に
委
託
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授
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萬
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に
對
す
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間
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有
權
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對
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た
。
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.
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と
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託
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あ
る
が
、
こ
れ
は
果
し
て
、
神
め
意
思
、
卽
ち
自
然
法
に
合
致
す
る
も
の
で
あ

.ろ
ヶ
か
。
自
然
法
の
許
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
ぅ
か
。
卽
ち
私
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.有
財
産
と
自
然
法
と
の
關
係
如
何
と
い
：ぅ
こ
と
で
あ
.る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い♦て
は
古
來
甲
論
乙
駁
、.異
說
區
，々

と
し
て
定
ま
る
と
こ
ろ
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な
く
今
日
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
爭
に
つ
い
て
は
、
こ

\
で
は
觸
れ
な
い
。

聖
ト
I
マ
ス
の
財
產
論
に
つ
い
て 
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ま
田
學
會
雜
誌
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辟
十
七
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彳
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:
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こ
：れ
に.IS
-
す
る
K
:
Kマ
^
の

見

解

は
-^
神
學
大
全^
の
中
め
蒼*?
:
.引
：用
洛
负
石
友.

の
一
:: 句

の
中
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
.日

く

- 

-.
.コ
微
物
の
共
有
が
自
縣
洩
に
嘗
ぐ
^
い
わ
れ
る̂

は
ゝ
^
べ
キ
め
^
物

佗

碧

怎

咁

よ、
：
：
^

^

で
は
な
V 

0自
然
法
に.よ
れ
ば
、
所
有

p

區
別
女
ど
：
と
；>>
ぅ

も

の

权

存

准

し

為

.

'̂ 

4

V 

付

-©
、
理

,*
4

る̂

も

の

で

あ

る

。
.
所
 

有
.の
區
別
は.た
'だ
人
間
の'協

約

ぬ

，
よ

つ

て

生

れ

た

も

の

_で
.
ある
。
._そ
れ
は
、
：：
實

货

法

に

關

す
.^
--
;°

■.だ

か

ら

私

有

財

産

竹

自

然

法

に

反

す

る
 

も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
理
性
に
よ
つ
て
案
出
さ
れ
て
、
自
然
法
に
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

」
■

.

一.讀
し
て
分
る
上
ぅ
迖
、
.右
.の
ト
ー

マ
ス■の
一
節
は
、
そ
の
行
文
の
餘
り
に
簡
略
で
あ

.る
の
と
措
辭
に
い
さ
さ
か
敏
說
的
、
_
辯
的
の 

口

吻

が

見

：
え

て

い

る

た

め

f
c、.そ
.の
眞
章
が
何
で̂
る
か
を
.制
定
^
に
く
い
。
私
に
よ
れ
ば
、
，
彼
の
眞
意
と
す
る
と
.こ
ろ
は
こ
ぅ
で
あ
る

'と

思

わ

れ

る

-

,
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'
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■

i,
然
法
は
萬
物
が
萬
人
に
典
有
で
あ
る
と

9
原
則
を
表
明
す
，る'だ
け
で
、
そ
れ
以
上
、.所
^,
の
形
歡
に
つ
い
て
は
積
#
的
に
何
の
指
示
 

す
ら
も
興
え
'て
い
な
い
.。.
だ
，か̂

自
然
法
ば
ー
，；見
す
る
，と
こ
ろ
、
.共
產
主
義
を
是
と
し
、
私
有
財
產
を
非
と
す
る
も
の
.の
如
べ
思
わ
れ
る0 

、し
か
を
れ
は
速
斷
：で
あ'
 
启
然
法
の
中
に
は
、.：奮
主
義
が
好
ま
し
い.と
も
、
私
有
財
產
が
好
ま
し
く%
い
と
も
、
.；本
よ
そ
撕
有
形
 

'
態
の
'委
細
に
關
し
て
.，は
、
構
極
的
に
何
の要
請
，を
も
見
く
だ
さ
れ
な
い
。..小\
く
と
.も
私
有
財
產
は
.妬
ま
し
く
故
.い
な
ど
と
.ば
斷
じ
て
記
さ
 

れ
て
い
な
い
'0
私
有
財
産
は
自
然
法
め
全
く
關
知
し
ない
も
の
.で
あ
る
。
そ
れ
は
启
然
法
亦
，、
所
有
派
藤
の
選
槔
に
.
.
.
つ
V
て
.：は
、
こ
れ
を 

專
^
人
間
の
理
性
.に
.凌
し
て
い
4'
か
6:
で
あ
る
タ
'

:
:.
.

: 

. 

• 

i
.こ
*ろ
.成
、.
人
間
の
理
性
は
、X
間
が
そ
め
‘究
烏
の
目
的
た
る
永
遠
の
幸.福
を
達
成
す
る
た
め
に•は
い
含
.の
.地
上
-で
必
ず
一
定
の
任
務
 

.を
果
す
べ
き
こ
と
、
そ.れ
に
.は
人
性
の
現
實
に
鑑
み
.て
、私
有
財
產
が
共
產
主
義
に
遙
に
勝
るこ
.•.と
’
#.
.つ
‘
KS:
然
振
に
含
ま
れ
て
い
る諸 

義
務
を
遂
行
す
る
に
は
私
有
財
產
が
不
可
缺
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
敎
え
る
。
歷

.史
の
敎
え
る
と
こ̂

も
亦
同
斷
で
あ
る
。
そ
こ
.で人
間

は
こ
：の

理

性

の

聲̂
耳
を
藉
し
て
ぐ
互
に
偏
定
ハ
契
約
ー
令
辉
ふ
こ
丄
に
^

つ
て
ノ
へ
漱
有
財
產
本

.こ
と
ゼ
ょ
つ.て
、
'
.
.
こ
の
.要
請
'に
'應

え

た

の

で
.あ
る
;0
私

有

財

產

の

制

度

は

、

こ
.
.ぅ
.

し
. ：

て
理
性
の■要
講

と

し

て

坐

れ

、た

も

の

で

あ

る

。
だ

か

. 

ら
私
有
财
廣
は̂

定
法
の
領
域
に
屬
す
る
ぶ
む
で
は
あ
る
へ
が
、

人

間

理

性

の

止

：み

難

き

所

產

で

ぁ

.る
か

ら(

そ

れ

自

身

は

自

然

法

で

は

な 

く

.

て

,
、̂'梟
然

法

^

ら

導

出

さ

れ

た

要

請

と

し

て

フ

當

然
自
然
法
に
準
ず
べ
へ
き
も
の
广
否
广
自
然
法
の
一
部
と
見
な
し
て
差
支
え
な
い
も
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_
;と
.办
に
^
て
姑
い
；る
い
.ろ
の
.問
題
.が
ぁ
^
。
.：ま
.ず
私
洧
財
產
1

,
愈
法
的
に
.溃
定
す
る
た
洛
セ
展
開
;1
.た
ト
:1
.マ
.ス
'の
.論
理
の
過
程
に
つ
い
て
疑 

:

間
.が
ぁ
^

0
そ
れ
は
彼
が
‘
■方
で
は
私
有
册
產
.を
自
然
法
と
區
別
さ
-る
べ
き
實
定
舞
の
澈
域
に
屬
：オ
る
も
1.
0
.と
說
き
.
'な
.が
ら
、他
方
に
ぉ
い
て
叙
有
財
庳 

を
自
然
法
の
耍
求
と
み
为
す
に
至
ん
て
レ
る
か
ら
い
そ
れ
技
明
か
に〕

.
*
 ̂

の
：問
題
を
解

: 

.

.

.

.
プ
 

.

.

.

.

. 

.

-

,:
聖
卜
丨
マ
ス
.の
財
產
論
に
つ
，い
.て
，.
.」

■

.

.
.
1

 

一
.
c
.
l〇
八
九)
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田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
十
二
號

 

ニ
ー(

1
0九
0)

決
す
る
、に
は
當
時
ぉ
こ.な
わ
れ
て
い
た
自
然
法s-
g n

a
t
u
r
a
l
®

篇
民
法-ius gentiu

日
'市
民
法.ius civile

實
定
法ius positive

日
.
等
の 

,
觀
念
を
明
：か
に
し
な.け
れ
ば
.な
ら
な
い
が
、
.こ
，
れ

は

他

日

に

.讓

.り
卞
い
0
次
に
_
題
:̂
^̂

唛
罪
と
の
断
係
如
河
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
思
想
史
上
最
も
論
爭
の
多
い
點
で
あ

.る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
他
日
に
譲
り
た
い
。

.

.

.

.■: 

....
 

.... 

•

♦ 

... 

.

.

. 

.

, 

. 

.
- 

.

.
.
.

 

. 

^

•
 

•
 

,

. 

-
i
. 

» 

* 

• 

-
•
-
•
•
•
•
•
• 

- 

• 

•
»

'次
に
ト
ー
マ
メ
：は
私
有
財
產
の
絕
對
的
に
必
要
な
る
斯
以
を
說
明
す
る

。

.,'
'
.
. 

-

,

T

•'
• 

ー%

し
て
人
類
全
體
に
賜
つ
た
も
の
を
な
ぜ
個
別
的
に
所
有
す
る
事
、

''
卽
ち
私
有
敗
產
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

■ 

• 

.
,'
. 

*
.
.
. 

■

,■
■.厂
 

: 

■..
.

 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

■ 

-

こ
の
嘗
に
關
す
る
ト
ー
マ
ス
の
所
論
の
骨
旨
は
旣
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
そ
の

「

國
家
學J

に
お
.い

て

言

明

し

た

と

こ

-'
^

と

同

巧

異

曲

 

で

，あ

つ

て

ゾ

別

段

に

、

ト

ー

マ

.ス

.の
新
な
る
創
見
、と
い
う
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
見
當
た
ら
な
い
。
：

.
ト
I
.マ
ス
.に
よ
れ
ば
、
私
有
財
產
は
何
よ
り
も
先
ず
、
：勞
■
へ
の
刺
戟
を
與
え
る0;
私
有
財
庫
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
.初
め
て
人
間
は
勞

.

.
Y
1

) 

*
 

, 
•

働
へ
の
誘
惑
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
‘：へ

.
 

• 

：

:

'
へ

.
-
: 

そ
も
そ
も
神
は
.人
，間
に
對
し
て
、
高
貴
な
る
資
質
を
與
え
給
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
資
質
を
用
う
る
こ
と
、
卽
ち
勞
働
す
る
權
利
と

 

義
務
と
を
興
え
給
う
た
のA
あ
る
。
勞
働
は
人
間.
.の
生
存
條
件
、
卽
ち
人
間
の
肉
體
的
、
.知
的
並
び
に
道
.德
，的
顬
祉
の
基
礎
と
な
り
、
そ
 

の
完
成
：.の
憤
奸
上
な
る
べ
き
も
の.で
あ
る
か
ら
、.會
然
、
人
間
の
義
務
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
人
間
の
活
動
は
無
に
對
し
沈
，加
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
、い
し
、
そ
れ
か
と
い
つ
て
、
同
時
に
一
切
の
對
象
物
に
加
え
ら
れ

 

る
こ
と
も
で
き
な
いb

人

間

が

そ

の

勞

働

力

を

.

.
一

定

の

對

象
物
に
計
畫
的
に
向
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
物
を
獲
得
し
、
事
物
を
使
用
す

 

る
と
い
う
人
間
の
能
力
に外
な
ら
ぬ
。
人
間
は
理
性
的
で
、
自
由
な
生
物
：
と
し
て
、
自
己
の
能
力
の
主
人
であ
る
か
ら
、
彼
の
能
力
に
よ

っ
て
生
產
さ
れ
た
も
の
は
彼
の
勞
働
：の
果
實
で
あ
つ
て
、
彼
の
能
力
や
活
動
そ
の
も
の

'と
同
樣
に
彼
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
.人
間
は
か
く

 

の
如
く
し
て
、
自
己
の
勞
働
を
通
じ
て
、
.財
産
、
し
か
も
私
有
財
產
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
.き

る

の

で

あ

る

が

、

;-
そ

れ

は

單

に

自

分

の

欲

 

望
滿
足
の
た
め
允
け
で.は
な
.く
、
更
に
：勢
働
を
營
み
、
生
活
水
準.を
引
.
.上
げ
.て
、
自
己
を
完
成
せ
ん.が
た
め
.で
あ
る
。
し
か
し
社
會
の
大
 

多
數
の
人
汐
が
生
來
持
っ.て
.い
る
と
こ
.ゐ
：の
慮
惰
癖
を
克
服
し
て
、
彼
等
を
ば
、
土
地
か
ら
人
間
の
生
活
手
段
を
戰
い
取
る
た
め
に
必
要

 

で
あ
：る
.上

こ

ろ

。
の

眞

韻

で

、

.永
賴
釣
众
勞
働
に
驩
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
た
2
財
產
を
永
續
的
に
私
有
す
る
こ
.と
が
で
き
る

 

七

い

う
.#
望
で
あ
.っ
.て
、.そ
れ
‘を
措
い
.て
外
に
は
攻
い
の
で
あ
る
°
こ
の
よ
う
な
勞
働
誘
因
は
私
有
趴
產
獲
得
の
希
望
が
存
莅
し
な
い
時

 

に
は
自
ら
消
滅
サ
る.0
與
產
社
會
で
は
、
誰
も
、
特
に
そ
れ
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
る
と
い
う
利
害
を
持
た
な
く
な
る
。
共
同
の
仕
事
は
、

 

と
か
く
勞
働
を
厭
い
、；
她
人
を
當
て
に
し
て
、
や
り
手
が
な
い
も
の
で
あ
る

o
あ
た
t

「

大
勢
の
召
使
を
使
っ
て
い
る
家
の
よ
う
に

」

 

9

リ
ス
ト
テ
：レ
ス

)

。
、
そ
の
結
果
、
必
ず
や
社
會
は
生
活
必
要
物
に
事
缺
く
に
至
る
.で
.あ
ろ
う
。

'
.
.
財
貨
生
産9

た
め
の
素
材
や
カ
と
な
り
、
欲
璧
備
足
の
手
段
と
^
て
役
立
‘っ
と
こ
ろ
の
自
然
の
賜
物
は
そ
の
數
量
に
制
限
が
あ
る
か

 

ら
、
人

類
,:
'
そ̂
*<
7

)

不
徼
の
增
加
の
た
め
に
常.に
^
カ
し
*
け
办
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て'こ
め
任
務
は
た
だ
.、
，
私
有
財
産
に
よ
っ
て
の
み
解
決

 

さ
れ
■る
。
旣
：忆.ア
リ
ス
.

.

ト
ー
プ
レ.ス
.は
、
私
有
財
隹
亦
節
約1
词
時
亿
消
費
汝
促
進
す
る
所§)

を

認

め

て

、
.
勞

を

節

釣

に

驅

り

た

て

る

 

.た

め

；
に.は
、
節
約
さ
，れ
た
も
の
が
私
有
財
產
と
な
る
と
い
う
保
證
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
つ
て
い
る
。

?

.
次
に
私
^
財
產
を
必
要
と
す
ゐ
第̂

の
理
由
は
、
へ
私
有.財
產
を
措
い
て
补.に
、
社
會
に
お
け̂

秩

序

と

自

由

を

保

證

す

る

も
：，

の

は

よ

い

か
ら
.で
各
る
 

o 

’ 
.

'■
,

.

■

'

•

,
す
べ
へ
て
.の

勞

働

は

：

1
免

の
.計

畫

、

；
一

.定
0

.

 

そ

歡

で

、

も
1>
私

有

財

產

が

存

在

し

.
な

い

た

め

に
、何
人
も
自
分
の
活
動
領
域
か
ら
他
人
の
干•
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
が
，で
き
な
け
れ
ば
、

銎
ト
：丨
.ア
ス
め
財
庫
論
に
つ
い
て.

 

一

三

O
O
L
1

)



^
 

^
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^
5
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s
^
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.
1
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統
制
を
■

:

_
糖

款

M

t
れ
：s

«
と
そ
の
成
果
.は
必
ず
や挫
折
せ
ざ
る
を
え
な
い
^

或
人
は
、
た
と
え善
章

で

あ

.
つ
て 

も
他
、
め
.努
ヵ
を
打
毀
す
こ
と
に
众
る.で
あ
ろ
う
。.
素
材
や
道
具
め
合
理
的
な
利
用
は
で
き
汝
く
戈
つ
て
い
そ
の
代
り
に
、
勞
働
手
段
の

浪
費
に
終
ゐ
で
あ
ろ
う
。

ノ
 

. 

, 

.
'

.
人
間
と
.い
|

の
汰
、
.' 少
く
么
も
_

度

ま

で

零

外

调

謂

馨

：任
寧1
身

す

る

ま

が

で
#
る
場
合
把
.キ
い
て
制
め
ヤ
凝
に
-0 

由
と
处
：る
-4
办
で
あ
る
。
：
，
 

.
-. 

•
 

. 

....
 

...
 

,
 

(

5)

.私
有
財
產
冷
必
.要
•と
す
る
第
三
の
理
由
は
，
そ
れ
が
批
會
.に
お
付
.る
年
刺
.保
特
に
と
.つ
て
不
可
缺
巧
あ
.る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

- 

.

1.

見
す
る
ち
：
私
有
財
産
は
奔
放
な
利
己
心
と
野
蠻
な
紛
爭
を
煽
動
す
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
：ト
1
.マ
ス
は
、
.無
論
、
私
有
財
産 

‘に
そ
の
よ
う
な
誘
因
が
伏
在
し
ハ
し
か
.も
實
際
.‘に
お
'い
て
：紛

净

が

生

じ
.た
事
實
を
決
し
て
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ 

う
^
こ

と

は

、

單

に

事

物

の

一

，面
.に

す

ぎ

な

い.0
. 

-

.
: 

. 

'

.
■
:

.

'

.
私
有
財
產
が
存
•在
す
'れ
ば
、
そ
れ
と
共
に
社
會
の
內
部
に
、
.
い
ろ
"
^
"

の
身
分
ガ
生
じ
、：
そ
れ
に
對
應
し
て
支
配
と
服
從
の
意
識
が
生

 

れ
、
上
司
ゃ
權
威
に
對
す
る
尊
敬
が
生
九
る
璧
、

一，
切
の
巻
別
を
.均
等
化
し
よ
う
と
い
う
共
産
主
義
の
場
合
の
よ
う
に
、
.富
裕
に
對
す

 

る
*#
惡
と
，い
う
も
の
が
生
れ
て
く
る
お
そ
れ
が
な
い
。
.ま
允
取
有
財
產
の
所
有
者
は
當
該
社
會
秩
序
の
維
持
と
存
續
に
對
し
て
特
に
深
い

 

關
心
を
も
.つ
て
ハ
.る
も
の
で
あ
つ
て
、
現
存
秩
序
の
顚
覆
か
ら
利
益
を
求
め
て
い
る

も

.

の
は
常
.に
無
産
の
大
衆
で
あ
る
。
，
典
有
財
産
の
下

 

•
で
は
社
會
に
お
.い
て
平
和
は
存
續
し
な•い
と
、_
-2
の
よ
う
に
ト
-1
マ
\ス
は
カ
說
す
.る
の
で
あ
る
,°
'
.
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「

共
有
は
不
和
の
原
因
で
あ
る
，
を
常
と
す
る
、
何
故
な
ら
ス
ペ
ィ
ン
人
や
べ
ル
、V
-V
人
の
如 

.
ぐ
何
物
を
も
共
省
し
な
い
人
々
'は
訴
說
せ
ず
、
却
つ
て
同
時
に
何
物
か
を
共
有
す
る
人
々
が
訴
訟
す
'る
'よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
.で
.あ
る
0
そ
レ
て
こ
，
の
故 

.
に
兄
弟
の
聞
に
す
ら
爭
い
が
あ
る
。」

(

聖
ト
.マ
ス
經
.濟
學
、
■■
ー
三
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.

•
>

1
マ
ス
の
是
認
す
る
私
有
財
産
と
は
生
産
手
段
の
永
續
的
私
有
を
意
味
す
る
も
の
：で
あ
る
。
:

■
1

般
に
社
#
主
義
は
私
有
財
摩
の
中
で
、)

生
産
手
段
を
限)

つ
.て
.'
*:

こ
れ
を
公
有
に
附
す
る
と
共
.に
消
費
手
段
.に
つ
い
で
は
、
そ
の
ま
i 

に
私
有
を
是
認
し
よ
う
と
す
る
も
.の
.
.で
あ
る
。
ト
1

マ
ス
は
消
費
手
段
^
生
産
.乎
段
を
明
確
に
說i

.

て
い
な
い
の(

が)

彼
も
亦
社
會
主
義
と 

同

調

し

て

い

る

の

，で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
起
ら

.な

.い
で
も
な
い
。
.し
か
1
こ
れ
は
全
く
根
據
の
な
い
臆
测
を
い
で
な
.い
。

.:

彼
が
私
有
財
库
の
經
濟
的
必
要
性
:^
力
說
し
てi

る
場
合
.に
、：•彼
：が
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
め
が
土
地
、
卽
ち
生
產
手
段
の
私
有
で
あ 

る
こ
と
は
疑
う
餘
地
が
な
い
。
ト
ー
マ
ス
に
と
つ
て
は
何
よ
り
も
不
動
産
が
不
可
缺
の
も
の
と
’さ
れ
る
。
日
く
、
農
耕
と
い
う
も
の
は
一 

時
的
、
' 可
變
的
な
財
産
の
下
で
は
決
し
て
存
立
し
え
な
い
。
正
し
く
農
業
に
：つ
い
：て
、
最
も
よ
く
典
産
制
度
の
不
可
能
な
こ
と
が
認
識
さ 

れ
名
;0
農
業
は
數
代
.に
互
.る
.永
代
的
財
產
.を
要
求
す
る
;'
°
こ
れ
あ
れ
ば
こ
そ
農
民
は
究
烈
な
勞
働
に
堪
え
、
自
分
の
坐
存
中
に
は
結
實
し

V. 

: 

.

.
一
 

五

(

一
〇
i
5
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な
い
ょ
う
な
耕
地
改
良
に
喜
ん
；で.着
手
す
る
の
で
あ
る。
' 
:

,

• 

, 

ノ
 

.

V
T

リ
ス
'ト
ー
ァ'レ
.ス

へ

は
農
徘
人
ロ

.̂
禮
讃
，し
た
^

^

^

^

何
と
な
れ
ば
被
等
は
；そ
：の
、職
業
に
從
.う
こ
と
極
め
て
勤
勉
で
あ
っ
て
政
治
上
の
問
題
に

太
餘
&

1

!

:

钇
出
ざ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
：
彼
等
は.保
守
的
|

^

神
の
持
生
.で
あ
ゐ
か
ら
彼
等
の
財
產
ど
經
濟
さ̂
^

窖
さ
れ
な
け
れ
ば
、
た
と

,

.

.

. 

.
' 

.

. .

.、
 

.

.

.
，.
'

 

.
.
.

 

: 

.

.

I
世
襲
專
制
に
對
し
て
ざ
へ
：忍
耐
强
ぐ
堪
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ア

”
ス
：:>
テ
レ
ス
の
所
說
を
れ
ー
マ
ス
は
殆
ん
ど
そ
の
ま

k
取
り
ス 

れ
て
、.
^
人̂
：ロ’が
最
善
で
、/し
.か
も
國
家
に
と
：っ
て
最
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ

.レ
ス
の
所
論
を
更
に
敷
.衍

し

た

彼

は

土

 

地
が
農
業
を
盛
ん.に
す
务
に
足
，る
ほ
ど
に
豐
沃
で
あ
る
こ
と
が
、
都
市
の
繁

M

の
，主
要
な
要
件
で
あa
と
考
え
たフ

生
産
物
は商 

篆
を
束
.っ
.て
.供
給
さ
れ
る
。
；
た
が
.農
業
が
土
地&

座
と
共
に
國
民
を
落
德
的
に
向
上
さ
せ
る
の
、に
對
し
て
、

.
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ら
す
も
の
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考
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• .
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■ 

• 

.

.

い
‘さ
，さ
か
興
味
あ
る
%.
の
は
富
に
對
す
'る

ト

ー

.マ

ス

の
態
度
で
あ

る

。
 

.

.

ト
ー
マ
ス
ル一

方
こ
お
い
て
富
を^-
當
に
輕
視
す
る
と
こ
ろ
の
禁
欲
主
義
を
排
す
る
と
共
に
他
方
に
お
い
て
富

.^
人
間
努
力
の
最
高
目

.

 

■ ..
*

■
' 

* 

、
 

-

 

.

.

 

■
 

'
 

_
 

.

的
と
レ
て
、
そ
れ
を
過
大
に
評
價
す
る
と
こ
ろ
の
快
樂
主
義
を
斥
け
る
。
こ

C
に
も
亦
、
ア
リ
ス—

テ
レ
ス
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
感
化

が
强
く
う
か
が
わ
れ
る：
-:
0

. 

.

彼
は
富
を
.
}
.
つ
0-
善
き
も
の(

0*
0目
1!1

)

と
み
な
し
、
し
ば
し
ば
こ
れ
を
は
つ
き
り
と

b
o
n
a

 

0
3
^
6
13
.0̂

と̂
¥
ん
で
い
る
。
し
か
し
富

は
そ
れ
自
身
必
ず
し
も
善
き
も
の
で
な
く
、
時
に
は
惡

(
m
a
l
u
m
〕

で
さ
え
あ
る
。
富
を
善
と
す
る
の
も
惡
と
す
る
の
も
、

.
問
題
は
、

こ
れ

• 

* 

•

0

を
.い
か
な
.石
目
的
に
使
用
す
る
か
、
い
か
な
る
程
度
に
使
用
す
る
か
の
ニ
點
に
か
か
っ
て

.い
る
。

こ
の
點
に
つ
い
て
、
トI
マ
.ス
は
次
.の
如
ぐ
說
明
し
て
い
る
。

，

「

富
は
こ
れ
に
よ
っ
て
肉
體
を
支
え
、
他
人
を
助
け
る
か
ら
德
_の
善
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
い
ま
目
的
に
當
て
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の

 

目
的
か
ら
善
性
を
う
け
な.け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ'。
：

…
…

な
ぜ
な
ら
ば
、
，
目
的
は
原
則
的
に
善
で
あ.；
が
、
他
の
諸
物
は
目
的
に
あ
て
ら
れ
 

る
と
こ
ろ
に
從
つT
善
と
す
る
か
ら
で
あ
る0…
…

さ
れ
ば
富
ば
德
に
役
立
つ
か
ぎ
り
に
お
い
て
善
で
あ
る
。

.し
か
し
、
も
し
も
、
こ
れ

に
よ
っ
て
德
の
用
益
が
妳
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
程
度
が
超
過
す
る
な

..ら
ば
、
も
は
や
善
の
う
ち
に
は
數
え.ら
れ
な
い
で
惡
の
仲
©
に

- 

' 

,

入
る
.0
故
に
富
を
德
の
目
的
に
利
用
す
る

一,

部
の
人
ぐ
'に
.は
、
，こ.れ
を
%.
っ
こ
と
は
善
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
對
す
る
過
度
の
煩
い
、
或
は

.過
度
の
愛
着
、
或
は
こ
れ
に
よ
り
心
奢
り
高
ぶ
る
こ
と
に
よ
っ

V
、

當
の
，た
め
に
德
に
背
く
一
 

部
の
人
々
に
は
、
こ
れ
を
も
.っ
こ
と
は
惡

.

(

2) 

.

.

.

. 

•

,
 

——

 

.
 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

」

. 

>

富
が
善
き
も
.の
と
な
る
か
、
惡
き
も
の
と
な
る
か
は|昆
そ
の
%•
の
の
側
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
用
う
る
人
間
の
こ
れ
に
對
す
る

 

. 

• 

• 

*
 

• 

. 

•
 

•

.態
度
0.
如
何
.に
か
.乂
つ
.て
.い
る
。
.富
の
本
來
.の
使
命
は
よ
き
自
的
に
對
す
る
手
段.と
な
る
こ
ど
.に
.あ
る
。
そ
の
よ
き
目
的
と
は
何
で
あ
る

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
人
間の
生
活
維
持
で
あ
る
。
人
間
の
生
活
維
持
は
他
の
い
か
な
る
善
を
以
て
し
て
も

ft
わ
れ
え
な
い
ほ
ど
に必

要

で
あ
る
。
.何
故
そ
の
よ
う
に
善
い
の
か
ど
い
え
ば
、
そ
れ
は
.最
高
善
に
し
て
、':
人
間
0'
究
極
目
的
で
あ
る
永
遠.の
幸
福
を
求
む
る
.に
不
可

.

.

:

.

■

■
 

...
 
..

(

3) 
■
 

-
 
■
 
•
 

'
 

.
 

、
 

/

缺
の
條
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
の
い
う
富
が
今
日
經
濟
學
上
に

.い
う
^
こ
ろ
の
富
と
い
か
に
內
容
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る

聖
ト
ー
マ
ス
の
財̂

^
に

-0
レ

亡

：

：
：
，

'

,
 

.
1

七
.(

一

〇
九
五〕
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か
自
ら
明
か
で
あ
ろ
ぅ
。

 

、

. 

,
-
，

•
*
. 

.. 

y
» 

.

.

.

:

.
> :

.1

3

ゆ
ア
リ
.ス
ト
.テ
：レ
ス
ど
同
じ
.べ
、
富
を
自
然
的
な
も
の
と
、
人
爲
的
な
も
の
と
に
.分
っ

0:

前
者
は
人
間
：の
生
計
に
直
接
に
役 

立
っ
.%：
の
で
ぼ
あ
る
抓
、
*
れ
は
ど
こ
ま
で
.̂
.手

段

で

あ

っ

て、' 人
間
の
，最
高
目
的A1.

は
な
り
先
な
い
も
のp.

あ
る
。
況
ん
や
交
換
の
媒

へ
介
具
に
す
ぎ
^
い
貨
幣
ど
い
ぅ
，
-

<

爲
的
富
ぬ
お
，い
て
お
や
。「

富
は
最
高
善
へ
の
憧
W
を
決
し
て
滿
M
さ
せ
る
と
.と
は
で
き

な

い

。
，こ
の
憧

• 

. 

- 

. 

.

.

.

.

. 

•

' 

.

憬
は
%
の
本
質
上
無
限
の
%:
の
で
あ
っ
て
、'
.人
は
そ
れ
を
も
て
ば
も
っ
.ほ
：ど
、

い
ょ̂
<
そ
れ
を
愛
す
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
富
は
こ 

ノ
れ
を
も
っ
.や

否

や
こ

.

れ
を
輕
蔑
し
て
他
を
求
め
る
に
至
る
。.
そ
れ
は
富
の
不
完
全
さ
を
知
る
に
充
分
'で
あ
る
。

.

.■

.
 

.

.

.

. 

(

5.

)

.
•ノ
ト
，丨
.マ
 

'に
あ
れ
ば
究
極
の
目
的
ば
祌
ぞ
れ
自
身
で
お
る
。
從
っ
て
人
間
の
最
高
の
幸

.福
ば
超
自
然
的
の.も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
の

. 

'觀
照
に
あ
'る
す
人
類
全
體
の
目
的
は
各
個
人
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
え
な
い
が
ら
、
社
會
の
終
局
目
的
も
亦
永
遠
の
幸
福
に
あ
る
。

-

 

. 

-

'

 

•

人
間
ひ
財
産
へ
.の
努
力
、
卽
ち
取
得
行
爲
も
亦
匕
れ
ら
の
廪
則
に
從
ゎ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
■
富
は
人
間
の
坐
活
維
持
に
必
要
缺
く
べ
か

.ら
ざ
る
%-
..の
.で
あ
：る
か
ら
、
人
間
は
富
の
獲#
と
所
有
の
た
.め
の
.

1

切
.の
勞
苦
を
免
が
れ
る
わ.け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
の
富
の
取
得
の
た.

め
に
程
.度
を
失
す
る
こ
ど
さ
べ
な
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
で
キ
リ
ス
ト
敎
的
生
活
の
完
成
に
矛
盾
す
る
も
.の
.で
は
な
い
。
ィH 

.ス
は
人
間

が
富
.の
た
め
に
徒
ら
に
心
勞
す
る
こ
と
を
戒
め
て
は
い
石
が
、
そ
：れ
は
決
し
て

.世
俗
的
な
心
勞
を.
.ー0
V
て
は
な
ら
ぬ
と
禁
じ‘て
b
る
.の

(

7)

で
は
な
く
、
.
た
だ
富
を
節
度

'̂
-<
-
-追
求
す
^;
と
と
を
禁
.じ
給
5
た
の
で
あ
る
。，

.'

■
 

.... 

:

,
 

..

•
.財
産
を
取
得
す
る
人
間O'
諸
活
動
の
中
で
、
' ト
ー
マ
.ス
は
.特
に
手
.の
勞
働
を
最
も
好
贫
し
い-%
の
と
考
え
た
。
彼
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

• 

• 

• 

V 

.に
な
ら
っ
て
、
取
得
活
動
の
或
種
の
も
の
に
對
し
て
は
決
し
て
好
意
を
も
っ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
商
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
ト
ー.マ
ス
は
商
業
を
全
體
的
に
排
擊
せ
ん
と
す
る
も
の
‘で
は
な
い
。D

e
 r

e
g
i
m
i
n
e

 

p
r
i
n
c
i
p
u
m

の
中
で
ト
ー
マ
ス
は
、

• 

■
.
 

• 

.
’
•
•
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

都
市
を
建
設
す
る
に
際
し
て
は
、
'そ
の
.土
地
が
商
業
及
び
.交
逋
に
利
便
な
る
や
否
や
を
考
慮
.す
'ベ
.き

こ

と

を

說

き

、

更
に
，他
か
ら
輸
入
す

る
必
要
が
な
い
ほ
ど
.に
、
す
べ
て
め
必
：要
品
を
自
ら
生
産
じ
、
不
要
の
'財
貨
を
輸
出
し
な
い
よ
う
な
國
は
絕
對
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
.
 

,か
ら
、
無
條
怦
に
商
業
を
國
家
か
ら
：排
除
し
.て
.は
な
ら
な
い
。
_完
全
な
都
市
は
商
人
を
適
度
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
を

Y
9

) 

、

.表
明
し
.て
い
る
。

-

• 

:
'
•
•
:
.
, 

'
••
•
:

■■.
.

■•V
T

,'.. 

,

•'
.
• 

.

_ト
ー

.

マ
ス
は
商
業
’を
ニ
種
に
分
つ
。
'そ
の
一
っ
は
、自
然
的
、必
然
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
商
品
對
商
品
、
商
品
對
貨
幣
の
交
換
を
通
じ

•て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
.そ
の
目
的
は
必
要
品
の
媒
介
で
あ
る
。
：そ
の
ニ
っ
は
、
金
錢
慾
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
隣
人
の
瞒
着
を
狙
う

■

 

•

 

' 

.

も
の
.で
あ
る
。
目
的
さ
え
善
け
れ
ば
逾
正
の
利
潤
は
許
名
れ
.る
。
例
え
ば
商
人
の
家
族
の
坐
計
と
か
質
者
の
援
護
と
か
、
國
家
に
.必
要
品

(

10) 

■ 

,

を
供
給
す
る
と
か
と
い
う
場
合
が
こ
れ
に
該
當
す
る
0
':
-

.

:: 

.
 

,
•

し
か
し
商
業
は
ど
こ
：ま
，で
も

.一
づ
の
補
助
竽
段
に
す
ぎ
な
い
。
ト

ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
國

呙
經
濟
の
基
盤
は
國

產
品
に
よ
つ
て
食
糧
の
自 

給

を

は

か

.

.
る

こ
と
に
よ
つ
て
、國
民

の

生

計

を

立

て

る

と

い

う

こ

と

.で
あ

石
。
だ
か
ら
太
切
な
こ.と
は
、：.必
要
な
食
糧
の
自
給
が
で
き
る

よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
で
あ
る
。
國
民
を
商
業
'に
よ
つ
て
賄
う
と
’い
5
方
法
は
極
め
て
危
險
な
と
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
商
業
は
風
俗

.
 

-
 

,
 

•
---

■を
腐
敗
さ
せ
、
軍
事
に
最
も
有
寄
で
あ
る
.か
ら
で
あ
る
。
商
人
達
の
最
大
の
關
心
事
は
營
利
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
、
市
民
達
の
心
に

.

 

■

 
-

 *

 
-
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(

1 
ノ

貪
.慾
が
傳
染
し
、
'都
市
に
お
げ
る
す
べ
.て
が
商
品
と
な
▲り
、
公
益
.が
.無
視
'さ
れ
て
、
各
人
は
私
利
を
こ
と
と
す
る
に
至
る
。

、2し

商
業
.の
中
に
現
.わ
れ
る
幾
奢
の
不
芷
義
の
：中
で
、.
'
>

1マ
.

K
#

特
に
ゥ
ズ
ラ.

u
s
u
r
a

に
對
し
て
注
意
を
向
け
る
。
ゥ
ズ
ラ
と
は
隣
人 

.

.の
»:
失
を
%'
顧
み
ず
、
.自
分
の
.財
產
を
濫
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
.は
飽
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
所
有
慾
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
地 

上
.の
脉
が
單
な
る
字
段
で
■あ
つ
て
、
目
的
で
は
.な
い
と
い
う
と
と
を
忘
れ
た
も
の
^.
外
な
ら
ぬ
,0
'.
.
' 
.

:

T) 

S; 

t
h»'
l
2
. 

2.-q. 

66, a
.
1
.
2
'
.
.

 

ン
.
,
.
.

」

'

:

'
.'
;

:

:

.

v

-
し

■*

(
2
)
.
s
u
m
m
a
.
c
o
n
t
?
?
n
t
i
l
e
s
,
'
l
i
b
.

 .3,134.
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土
田
辰
之
助.

「

聖
ト
マK 
.に
お
'け
る
職
分.社
會
思
想
の
硏
究
：

」

.

(

商
學
硏
究
ニ
、

こ七
四
頁)

■

‘.
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.

I.. 

ト
ー
マ
ス
...は
貴
富
の
差
別
を
pi
の
.意
思
.に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
故
に
、
こ
の
差
別
そ
の
も
の
.を
動
か
そ
う
と
す
る
も

i 

•
 

の
で
は
な
い
。
.彼
は
.財
産
分
配
上
の
不
平
等
を
正
當
な
も
の
と
認
め
る
。
何
故
と
い
う
に
取
得
の
面
に
お
い
て
、
旣
•に
い
ろ
く
な
相
異

„
 

が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
知
力
に
お
い
て
.貧
し
い
者
は
そ
の
優
れ
た
者
の
下
位
に
立
ち
、
肉
體
的
に
弱
少
な
も
の
.は
そ
の

ス
..
.

優
れ
た
も
の
に
道
を
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
：こ
れ
ら
の
^
立
を
ば
ニ
っ
の
敵
對
す
る

.
 

(

1)

陣
營
の
よ
う
に
極
端
に
激
化
す
る
ま
\
に
放
置
し
て
は
な
ら
ぬ
。
國
家
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
强
カ
な
、
多
數
の
中
産
階
級
の
上
に
甚
礎
を 

(

2) 

.

.
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
切
の
富
が
極
め
て
U少
數
者
の
手
に
集
積
さ
れ
る
と
：い
う
危
險
は
夙
に
舊
約
時
代
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
へ

•
 

.
 

(

3)

.

ブ
ラ
ィ
の
豫
言
者
達
を
.こ
れ
を
ば「

ョ
ペ
ル
の
年」

と
呼
ば
れ
た
法
律
に
よ
.っ
て
防
止
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
.に
よ
っ
て
財
產
に
一
定
の

\

‘ 

.

安
定
性
が
保
證
さ
れ
た
か
ら
、
他
人
も
永
久
的
の
貧
窮
に
沈
淪
す
る
と
い
お
そ
れ
が
な
く
な
.つ
た
の
で
あ
る
。

.

..旣
に
T
リ
ス
ト
テ
レ
.ス
は
裕
福
な
中
產
階
級
の
幸
福
を
蹲
め
て
い
.た
。：
ト
.1

マ
ス
は
そ
，.の
箸o

o
m
m
e
n
t
u
m

 in politicos

日H
b
s
s

の
中
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
體
系
を
仔
細
に
解
明
ず
る
と
共
に
そ
の
中
產
.階
級
論
に
深
く
共
鳴
し
て
い
る
。.

.
，

,

 

.

 

,

 

.

*•
位
の
所
有
は
國
家
の
平
靜
な
る
存
在
に
.と
っ
て
も
、
個
人
の
有
德
な
る
生
活
に
と
っ
て
も
最
善
.の
も
-の
で
あ
る
。
何
故
と
い
う
に
德 

そ
の
も
の
が
中
庸
に
あ
る
が
如
く
、
、中
間
め
階
級
に
屬
す
る
市
民
も
亦
最
善
の
も
の
で
あ
る
.か
ら
で
あ
る
。
.互
富
と
極
貧
の
兩
極
端
は
德 

の
位
置
す
る
と
こ
ろ
の
中
庸
か
ら
離
れ
て
い
‘る
。
中
位
の
所
有
を
も
っ
市
民
は
弹
性
の
聲
に
最
も
喜
ん
で
耳
を
傾
け
る
も
の
で
あ
る
か 

ら
、
最
も
よ
き
も
の
で
あ
る
。
：
こ
れ
に
反
し
て
互
富
と
極
貧
と
ぱ
共
に
、
理
性
の
聲
を
打
衡
す
と
こ
ろ
の
激
情
の
虜
と
.な
る
。
極
貧
は
他 

人
に
對
す
る
輕
侮
.と
.暴
カ
と
を
も
た
ら
し
、
11
富
は
亂
倫
と
放
逸
と
を
生
む
。

し
か
ら
ば
中
產
階
級
の
長
所
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

.

• 

•

中
位
の
所
有
を
も
っ
市
民
は
そ
.の
君
主
を
敬
愛
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
旣
.に
國
家
に
と
，

っ
..

て
大
な
る
利
益
で
あ
っ
て
、そ
の
國
權
も
、そ 

の
存
續
も
保
障
さ
れ
る
。
眞
實
の
愛
國
心
や
祖
國
に
對
す
る
純
眞
な
る
献
身
は
槪
ね
中
產
階
級
に
見
出
さ
れ
る
。
彼
等
は
國
家
的
秩
序
の 

維
持
に
最
も
多
く
の
關
心
を
も
っ
。不
斷
に
業
務
に
從
事
す
る
こ
と
が
で
き
■る
た
め
に
は
平
穏
と
安
全
と
が
必
要
だ
が
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ 

う
に
國
家
の
，存
續
の
保
證
は
最
も
多
く
の
中
產
階
溆
の
上
に
お
が
れ
て
い
る
か
ら
、
國
家
の
行
政
も
亦
中
産
階
級
の
手
に
i

っ
て
最
も
'よ 

く
運
營
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、富
豪
と
い
う
も
の
は
、
い
か
な
る
權
威
に
も
從
$
こ
と
を
好
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は 

若
い
頭
か
ら
.快
樂
に
耽
る
こ
と
に
慣
れV

い
る
。
同
様
に
極
貧
者
も
亦
眞
實
の
服
從
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
。
.彼
等
は
君
主
を
ば
' 

た 

Y
自
分
達
の
壓
迫
.#
と
の
.み
港
え
て
自
分
達
の
不
幸
の
責
を
彼
に
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
彼
等
の
服
從
は
た
^
單
な
る
恐
怖
か
ら
き
た
も 

の
で
あ
る
。
彼
等
は
暴
君
的
强
制
に
服
從
す
る
だ
け
で
あ(

む)

.°
從
っ
.て
國
家
行
政
^
よ
ぎ
運
營
に
は
極
富
も
極
貧
も
共
に
適
^

で
は
な 

い
。
金
權
主
義
め
驢
慢
と
富
者
.に
對
す
る
貧
者
の
.羨
怨
と
は
國
家
行
政
.の
よ
き
運
營
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
。
お
よ
そ
國
家
の
行
政
に
と

聖
卜
.！

マ
ス
の
財
產
論
に
，
っ

い

て

.：
.

.

. 

一
一
，.一(

ー
〇
九
九>
.



三
田
學
翕
雜
誌
•
第
四
十
七
卷
，
第
十
二
號
，
 

ニ
ニ 

(

一
一 

〇
〇)

っ
セ
は
、
，
國

民

に

對

す

.る
當
局
者
：の
好
意
が
な
く
て
：は
な
ち
ぬ
。
し
か
る
に
驕
慢
と
：羨

怨

“と
は
こ
れ
と
は
相
容
れ
な
い
。
中
產
階
級
は
國 

家
に
：私
け
：る
媒
介
的
任
務
お
も

.務
め
な
.げ
れ

ば
な

ら

ぬ
。
富
#
と
食
#
が
金
く
仲
介
者
.な
：し
；に
對
抗
す
：る
と
す
れ
ば
、
,
於
ず
.や
H

爭
は
»' 

え
る
.こ
と
が

.

あ
る
ま
い

,'
°
匕
の
豸
* :

の
激
化
を
防
正
す
る
も
の
は
、.
た

^

强
カ
な
る
中
産
階
級
あ
る
の
み
。
中
產
階
級
は
言
者
に
よ
る
鸷 

•
者
の
抑
壓
、へ.有
産
#
に
對
ず
る
無
產
■者
の
'課
反
を
防
止
，す
る
。
で
‘あ
.る
が
ら
主
：と
し
て
中
位
の
財
產
を

%■
つ
布
民'か
：ら
成
立
.す
る
と
こ
ろ

の
國
家
は
暴
動
と
不
安
と
か
ら
免
.が
.れ
る
こ
と
が
.で
ぎ
る
.;
°.
.ト
1
:マ
ス
.は
ア
1/
-
ス
ト
テ
い
ス
ゝ
と
同
.じ
く
、

國
憲
：に
及
..ほ
す
社
舍
關
係
■の
影

.
- 

.

.

. 

.

. 

■ 

. 

.

.

. 

.

.

響
の
大
な
る
.こ
と
を
，よ
ぐ
認
識
し
て.い
た
。，
國
家
に
金
權
制
と
貧
窮
.と
が
互
に
釾
立
す
る
場
合
に
は
、
階
級
勢
力
の
比
®
.
の
變
化
に
伴
う 

て
、
寡
頭
制
.叉

は
民
、王
制
或
は
尊
制
の
い
ず
れ
か

.が
生
れ
て.く
.る
？
そ
し
て
ど.の
こ
.と

は

卜

トI
マ.

ス
に
よ
れ
ば
決
し
て
國
家
の
健
全
な

.

,

. 

.
■
.

.

.

 

.
 

,
.
,

.

.

•

パ-

-

•

 

.
 

.

る
.狀
態
セ
は
な
い

 
9.'

へ
'-
',;.:

.

.ト
^

^

#

'によ
れ
ば
®
良
の
國
家
形
態
と
は
、：
す
べ
て
の
國
民
が
何
ら
か
の
方
法
に
お
い
て
國
政
r
參
加
す
る
こ
と
が

'

で
ぎ
.る
.

も
の
で

あ
つ
て
、
こ
^

に
該
當
す
る
も
の
は
貴
族
制
と
民
主
制
と
を
：加
味
し
た
と
.こ
ろ
.の
君
主
制
，で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
混
合
的
形
態
を
と

•

 

.....

.
 

.

る
こ
と
に
よ
っ
て
.、

」

；1

方
.に
お
い
て
は
君
主
の
權
力
の
過
大
が
抑
制
さ
.れ
る
と
.共
に
他
の
要
素
の
協
力
に
よ
っ
て
正
道
に
導
か
れ
る
で
あ

.
ろ
う
。
ト

I

マ
ス
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
共
に
、國
家
に
と
つ
て
、中
産
階
級
が
最
善
の
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
抱
く
に
至
つ
.た
更
に
一

o
.'c
o
现
由
は
、
■歷
史
の
敎
え
る
と
こ
ろ
に.

よ
れ
ば
、

nf

取
，良
の
立
法
家
は
常
，に

こ

の

階

級

が

ら

輩

出

し

て

い

る

と

い
う
こ
■と
、
こ
れ

■

で
あ
る
。 

.

.

.

.

.

. 

• 

.» 

.

(

1)
s. t

h
.
1
,
2
.

ぬ10 s. a. .2 ad 3.

(

2) 

a
o
m
m
,

 in 

A
r
i
w
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o
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(

3〕

へ
，
ブ
ー
フ
ィ
民
族
が
ヵ
ナ
ン
の
地
に
入
っ
た
年
か
ら
五
十
年
每
に
、
人
手
に
渡
っ
た
土
地
を
舊
所
有
主
に
返
還
し
、
奴
隸
を
解
放
し
て
祝
う
祭
。
 

.

.

(

4) 

'ァ
リ
ス
ト
テ
レ
■ス
.「

國
家
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第
四
卷
第
十
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を
參
照
の
こ
と
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.九

：

.

.
ト
ー
マ
ス
は
私
有
財
産
の
不
可
缺
性
を
確
信
し
、
こ
.
.れ
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
が
"
.他
か
に
お
い
て
、
財
產
所
有
者
の
陷
り
勝
ち
な 

排
他
的
利
己
主
義
の
弊
害
を
戒
し
む
る
と
同
時
に
社
會
連
帶
の
法
則
を
强
調
す
る
。
こ
の
見
地
が
ら
ト
ー
マ
ス
は
財
産
の「

使
用
の
共
同」

の
必
要
‘を
說
‘い
て
い
う

、

.「

外
的
諸
物
に
っ
い
て
人
間
に
屬
す
る
も
の
は
、
.そ
れ
ら
のも

：.

の
.の
.使
用
で
あ
る
0
そ
し
て
、.こ
の
こ
と
に
.關
し

.* 

?
•

間
は
外
的
諸
物
を
自
分
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
共
同
<0
:
も
の
と
し
て
、
/郎
ち
何
人
も
他
人
の
窮
乏
に
對
し
て
.は
、
容
易
に
こ

れ
を
分
.ち
與
え
る
心
掛
け
で
所
有
し
，

な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
0
.こ
の
故
に
使
徒
は
：テ
.モ
テ
前
書
の
終
り
に
い
う『

汝
こ
の
.世
.の
富
め
る者
に

.(

2
.

) 

•

'

.

 

. 

'

命
ぜ
よ
、
惜
み
な
く
施
し
ペ
分
ち
與
$
る
こ
と
.を
！一

と
。

.

•
,■

.
 

V 

.
ッ
.

.

- 

.

:

: 

'
こ
の
よ
う
に
霞
く
財
産
の「

使
用
の
共
同」

.を
踽
調
し
，た
と
と
が
、
：
ト
ー
マ
ス
を
し
：て
師
ブ
リ
ス
ト
テ
'
:レ
ス
.を
凌
駕
せ
.し
め
、
彼
を
キ

リ
ス
ト
敎
的
世
界
觀
の
高
所
に
上
ち
し
.め
る
所
以
の
：も
の
で
あ
る
。.

夙
に
ト
ー
.マ
ス
に
先
じ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
：

K

は
、
'財
•産
は
私
有
で
あ

る
べ
.き
で
あ
る
が
、.
ぞ
.の
、使
用
.は
で
き
る
、衣
け
共
同
に

.す
べ
き
ご
と
を
說
い
て
は
い
.る
：が
、
そ
の
.「

使
用
の
共
同」

の
簕
谓
•は
、
た
だ
交

>友
の
範
圍
に
限
；る
と
い
う
極
め
て
限
定
あ
如
た
も
の

.で
％

っ
て
、
、
貧
し
い
人
獲

.：：に
は
及
ん
ん
，で
ば
い
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
敎
的
善
行
の
根

充
で
あ
る
力
：リ

ク

ス
9:
5:
8
3と
い
ヶ
祌
の
德
は
、
な
お
い
ま
.だ
ア
リ
.ス
ト
.テ
レ
ス
：の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
0
,

I
聖
ト
ー
■マ
ス
の
財
庳
論
に
つ
い
て- 

' 

.
ニ
、三

(

ニ 0
1
)
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，ト
ー
マ
ス
は
ア
リ
ス
ト
デ
レ
ス
の
所
見
を
更
に
.一
步
進
め
.て
、へ「

使
用
の
共
同」

の
範
圍
を
獨

り
そ
の
交
支
だ
け
で
な
く
、.ギ
リ
.シ
ャ 

の
世
界
で
は
ひ
ど
く
蔑
視
さ
れ
て
い
た
貧#
の
大
衆
の
上
に
ま
で
擴
大
し
て
、.,
彼
等
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

入
間
は
自
然
的
に
社
會
的
動
物
で
あ
る
か
ら
、
.
.常
に
社
會
を
な
し
て
生
活
し
、
互
に
相
寄
り
、
.相
扶
け
、
相
睦
む
。
社
會
の
成
員
が
相

. 
一
 

* 

. 

. 

?

)

. 

.. 

. 

- 

，
互
に
扶
助
す
る
こ
と
が
介
け
れ
ば
、
社
會
は
存
續
さ
れ
な
い
。
こ
め
目
的
の

.た
め
に
祌
は
财
産.の
不
平
等
を
意
圖
し
給
う
太
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
.た
め
に
人
間
は
そ
の
富
め
る
も
の
も
、，
貧
し
き
本
の
も
互
に
相
依
存
し
、
相
接
觸
す
べ
き
で
あ

•り
、
し
か
も
實
際
に
お
い
て
互
に

依
存
し
て
い
る
の
を
常
と
ず
る
。
困
窮
が
貧#
を
富
者
に
結
び
っ
，け
る
。.富
者
は
貧
者
に
與
う
る
と
こ
ろ
の
施
與
を
通
じ
て
、
立
派
な
功

績
を
立
て
る
機
會
に
惠
れ
る
の
だ
。
人
類
の.こ
の
'よ
う
な
連
帶
的
結
合
を
不
斷
に
生
々
と
さ
し
て
お
く
こ
と
が
財
產
の
社
會
的
目
的
で
あ

る

;°V,

あ
る
か
ら
財
產
は
たV
單
に
そ
の
所
有
菩
の
使
用
叉
は
濫
用
、だ
け
に
委
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
絕
對
的
權
利
で
は
な
く
、
常
に
倫
理
的

義
務
を
伴
う
も
の.で
あ
る
。
.財
産
の
自
由
の
た
め•に
、
よ
ろ
し
く
カ
リ
タ
ス
を
以
て
、
.硬
化
し
‘た
權
利
を
緩
和
し
、.
一.方
に
お
い
て
は
無

暴
な
排
他
性
と
、
他
方
に
お
い
て
は
こ
れ
に
伴
う
社
會
的
激
動
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

• 

?

)

施
與(

E
l
e
e
m
o
s
y
n
a
)

と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か。

;

トー

マK

に
よ
れ
ば
，
そ
れ
は
同
情
か
ら
、
困
窮
者
に
與
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
贈
物
で
あ
る
。
こ
の
同
情
は
カ
リ
タ
ス
に
由
來
す
る
。

.

從
つ
て
施
與
は
祌
の
た
め
に
、
貧
し
き
人
々
に
何
か
を
與
え

'
よ

う

と
す
る
と
こ
ろ
の
愛
の
一
行
爲
で
あり
、

Gberalitas 

(

財
貨
使
用
上
の

, 

. 

.

-
 

-
 

«
 

•

氣
前
の
ょ
さ)

の
'一
行
爲
を
表
明
す
る
限
り
に
お
い
で
、
こ
の
德
と
同
様
に
.正
義
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の.よ
う
に
施
與
の
性
格
を：

S
(

7)

礎
づ
け
る
も
の
は
カ
リ
ク
ス
で
あ
っ
て
、
決•し
て
物
質
的
贈
與
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

:
施
興
の
義
務
に
關
し
て
、
ト
ー
マ'ス
は
極
端
な
§

一
說
を
邛
に
避
け
てい
る
。
卽
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
.危
險
は
施
興
の
義
務
性
を
忘
れ
て 

い
る
側
に
も
V
こ
れ
を
.
誇
張
す
る
側
に
も
あ
る
。

ト
ー
マ
ス
は
，
こ
の
よ
う
な
施
與
の
義
務
性
を
忘
れ
て
、

.
ひ
た
す
ら
自
分
の
所
有
.に
對
す
る
自
由
な
處
理
權
の
み
を
主
張
す
る
と
こ
ろ 

の
一
部
：の
冷
酷
な
人
々
に
對
し
て
施
與
の
義
務
の
嚴
存
す
る
所
以
を
カ
說
す
る
。
財
產
所
有
者
の
權
利
は
こ
の
義
務

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て 

少
し
も
侵
蜜
さ
れ
る
恐
れ
は
な
い
の
、だ
。
所
有
の
權
利
は
財
產
權
の
、よ
っ
て
生
じ
た
根
源
で
あ
る
神
.の
意
思
に
斷
じ
て
叛
く
こ
と
が
あ
っ 

て
は
な
ら
ぬ
。
外
的
，諸
物
は
自
然
的
權
利
と
神
の
顧
利
に
よ
っ
て
、
全
人
類
の
生
活
資
料
と
し
て
與
え
ら
れ
た

.も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に 

こ
れ
ら
の
外
的
諸
物
が
私
有
財
產
と
し
て
個
タ
に
分
割
さ
れ
た
の
は
何
を
お
い
て
も
、
直
接
に
は
入
定
の
法
に
基
い
て

お
り
、そ
.の
上
、具 

體
的
財
產
c>
-
成
立
に
っ
い
て
見
る
と
、.偶
然
と
肆
意
、
時'に
は
暴
力
行
爲
ず
ら
が.大
き
な
役
割
を
果
し
て.い
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
で
あ

，
 

* 

{
3

る
か
ら
、
本
來
祌
の
意
圖.し
.た
目
的
が
、
假
初
め
に
も.私
有
財
産
の
た
め
に
挫
折
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
斷
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
し
か 

し
、
.そ
れ
だ
か
b.
と
い
っ
て
、.貧
者
が
そ
の
必
要
と
す
る
も
の
を
隣
人
の
財
產
か
ら
勝
手
に
取
る
こ
と
は
無
論
許
さ
れ
な
い
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
社
會
金
體
の
秩
序
と
い
う
も
の
は
保
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
他
人
め
所
有
物
に

^
系
に
手
を
出
す
權㈣
が
貧
者
に
あ
る
と

• 

- 

.

.
 

,
 

、

す
れ
ば
、
誰
が
財
產
の
取
得
、
管
理
の
勞
に
任
ず
る
も
め
が
あ
る
で
^'
ろ
う
か
。

ト
I
マ
ス
は
バ
シ
レ
ィ
オ
ス

Basileios

と
！

H

ハ
に
問
う
て
い
う
、
神
は
或
人
に
は.溢
れ
る
ほ
ど
め
富
を
與
え
、
他
の
人
に
は
恐
ろ
し
い 

ほ
ど
の
困
窮
を
與
え
众
が
ら
、
.
こ
の
對
立
を
緩
和
す
る
方
法
を
豫
め
考
え
て
籴
か
な
.か
っ
た
ほ
ど
に
不
公
平
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
'決
し 

て
そ
5
で
は
な
い
。、
そ
し
て
こ
の
緩
和
の
方
法
が
卽
ち
施
與
で
あ
る
と
。

. 

.

:

施
與
.の
義
務
性
を
論
證
す
る
.だ
け
で
は
充
分
.で
は
.な
い
。'
 

こ
の
義
務
は
い
が
.
な
る
種
類
の
も
の
，で
あ
る
か
、
そ
の限
度
は
如
何
。
こ
れ 

が
次
.に
問
題
と
な

る
.0
: 

V
 

• ,
 

■
 

.
.

ト
1

マ
ス
•は
.こ
の
義
務
：の
限
度
を
銃
く
且
つ
明
確.に
規
定
し
て
い
る
。.彼
に
よ
れ
ば
、.施
輿
の
義
務
は
.原
則
と
し
て
、
權
力
を
以
て
强

制
せ
ら
る
.ベき
，法
律
上
の
義
務
で
は
な
.い
。
富
#
は
_
己
の
財
產
の
彼
用
に
對
む
て
祌
以
外
の
何
人
に
も
責
任
.を
負
ぅ
も
の
で
.は
な
い
。

' 

: 

ン
.
.
.
.
.
.
.
. 

,
.
' 

-

■
■.
:聖
ト—

，
マ
ス
め
財
產
論
に

.っ

ぃ

そ

.

.
.'
'

.

-
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今
、
世
の
•中
に
は
贫
窮
荇
が
非
常
に
多
く
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
人
達
を
み
な
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
贫

■ 

.

•
 

. 

: 

• 

.. 

. 

C10)

.

. 

•

窮
者
の
救
濟
の
た
め
に
自
分
の
財
產
を
い
.か
に
使
用
す
る
か
は
各
入
の
自
由
な
裁
量
に
ま
か
さ
れ
る
：べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
極
度

の
貧
窮
の
場
合
に
は
財
產
所
有
者
の
意
思
は
是
が
非
で
も
、
よ

.
り

高
き
生
存
權
に
道
を
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.か
\
る
窮
地
に
陷
っ
た
•
-

人
間
は
自
然
法
に
よ
っ
•て
、
こ
の
危
險
を
除V

た
め
に
必
要
な
も
の
を
、
た
.と
え
財
産
所
有
#
の
意
思
に
反
し
て
も
取
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
か
よ
う
な
場
合
と
は
、
ト
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、そ
の
貧
窮
が
緊
迫
し
且
っ
明
白
で
あ
っ
て
、生
存
が
脅
か
さ
れ
て
、他
の
方
法
に
よ

っ
て
は
、
危
險
が
絕
對
に
排
除
さ
れ
え
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、人
間
は
そ
の
取
得
の
、公

然
た
る
と
秘
辦
な
る
と
を
と
わ
ず
、他
人
の
財
產
を
.以
て
自
巳
の
窮
境
•を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
よ
う
に
-極
度
の
貧
窮
に
際
し
て
は
、財

產
所
有
#
の
意
思
を
無
視
し
て
、そ
の
財
產
を
使
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
窃
盜
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
、な
ぜ
と
い
う
に
、
か
よ
う

■ 

- 

■ 

.

11) 

な
困
窮
に
際
し
て
は
、人
間
が
自
分
の
生
命
の
.保
持
の
た
め
に
取
得
す
る
と
と
ろ
の
も
_の
は
彼
自
身
の
.も
の
と
.見
な
.さ
れ
る
，か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
施
與
の
義
務
は
常
に
，愛
の
義
務
の
限
界
內
に
お
い
て
動
い
て
い
る
の
で
.あ
る
。
し
か
し
愛
の
義
務
は
必
ず
し
も
常
に
杯
布 

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
先
づ
一
定
の
條
件
が
存
苻
し
な
'け
れ
ば
众
ら
な
い
"
そ
の
條
件
と
は
一
方
に
お
い
て
、施
與
#
の
側 

に
餘
剩
物
^
30!江
设
が
#
在
し
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
れ
を
受
け
る
受
領
科
の
側
に
眞
實
の
貧
窮
が
儼
存
し
.て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ト
ー
マ
ス
の
い
う「

餘
剩
物」

と
•は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
財
產
所
有
荇
が
そ
の
時
の
狀
態
に
お
い
て
必
要
と
し
な
い
も 

の
で
あ
る
。
こ
の「

餘
剩
物」

を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の「

必
要
な
も
の」

(
n
e
c
e
s
s
a
r
i
u
l
n
)

と
は
何
を
意
味
す
'る
か
。
こ
れ
を
確
定
す
る 

こ
と
が
問
題
と
な
る
。

ト

ー

マ
ス
は「

必
要
な
も
の」

x
n
e
c

-assariuln)

を 
一j

つ
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
日
く「『

必
要
な
も
のJ

と

は

二
様
に
い
わ
れ
る
。
 

そ
の
一
つ
は
、
或
る
人
が
こ
れ
な
く
し
て
は
坐
活
し
え
な
い
と
い
う
意
味
の
必
要
で
あ
る
。…

…

そ
の
二
つ
は
、
こ
れ
な
く
し
て
は
、
自
分

と
自
分
が
そ
の
世
話
を
引
受
け
て
い
る
他
人
と
が
地
位
及
び
身
分
相
應
の
生
活
.を
營
む
こ
と
が
；で
き
な
い
と
い
う
意
味
の『

必
要
な
も
の』

.

.

.

.

 

，

#

. 

.

 

*

.を
い
：う

の

で

あ

る
。

」

:

■

卽
A

ト
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、

〔

必
要
な
も
の」

(
n

e
c

e
s

s
a

r
i

u
m
〕

と
は
第
一
、
生
活
必
需
品

(
n

e
c

i
a

r
i

a
>

で
あ
り
、
第
一
一
は
身
分
或 

は
地
位
相
應
の
也
活
を
營
む
た
め
に
必
要
な
物
資(

c
o

n
v

e
n

i
e

n
t

i
a

y

 

.

こ
れ
で
あ
る。

.

ご
の
意
味
に
お
け

る「

必
要
な
も
の」
を
控
除
し 

た
殘
額
が
ト

ー

マ

ス

の

所

謂
餘
剩
物

で

あ

っ

て

.
、
施
興
は
.原
則
と
し
て、

' 

こ
の
餘
剩
物
を
以
て
な
さ
.る
べ
き
で
あ
っ
て
、極
め
て
例
外
的 

特
殊
な
場
合
.を
除
い
て

.

は
、
.'
右
の
第
.

j

、
第一

一
の「

必
要
な
も
の」

を
以
て
行
う
べ
き
も
め
で
ゆ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

.

'

施
與
は
第
一
の
生
活
必
需
品
を
以
て
は
決
し
て
行
う
：べ
き
で
灶
な
い
。
.何
と
な
れ
ば
、
生
活
必
.需
品
を
以
.て
施
與
を
な
す
こ
と
は
自
分 

，や
自
分
の
扶
養
す
べ
き
家
族
.の
坐
活
の
基
礎
を
脅
.か
す
.こ
と
に
な
る
か
ら.

，で
あ
る
。
そ
れ
は
力
リ
タ
ス
の
秩
序
に
反
す
る
。
.生
沽
は
施
與 

に
優
先
す
る
。
人
は
生
活
必
需
物
を
以
て
施
與
す
る
に
及
ば
ず
、'

否
、
す
..ベ
か
ら
ず
。'：
そ
れ
は
忠
吿
で
な
く
て

.命
令
で
あ
る
。
但
し
特
殊 

の
例
外
.が
あ
る
。
.そ
れ
は
敎
會
叉
は
國
家
の
福
祉
が
危
險
に
瀕
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
か
.、
る
場
合
に
自
分
の
生
活
必
需
物
を
割
き
輿
え

■ 

I 

、3) 

る
こ
と
は
む
し
I

讃
さ
れ
て
よ
い
。
”公
益
は
S

に
優
先
す
べ
き
で
あ
る
か
|

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ト
i

ス
は
說
く
の
で
あ
る
。

■

次
に
地
.位
叉
は
..身
分
相
應
の
坐
活
を
營
む
に「

必
要
な
も
の」

を
以
て
、
施
與
を
行
う
こ
と
も
原
則
と
し
て
差
按
う
べ
き
で
あ
る
。
尤

も
.を
.の
..種の
.必
要
物
.の
：限
界
は
嚴
密
に：

は
規
定
し
難
い
。、「

か
\.
る
必
要
の
限
#
は
，ー
定
不
變
.に
權
成
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
多
く
の

r
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も
ぬ
が
附
加
.さ
れ
て
も
、
右
必
要.を
：超
過
す
を
と.は
斷
定
し
え
な
：い
し.、
.
.
.
多
く
の
も
の
.が
.控
除
さ
れ
て
も
、
な
お
人
が
身
分
相
應
な
.生
活

.
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を
逾
當
に
營
み
う
を
、だ
け
の
も
の
が
殘
存
す
る」

と
い
う

.

こ
と
も
あ
る
か
ら
、
この
額
を
一
律
に
决
定
す
る
こ

.

，と.

は
困
難
で
あ
る

.

。'

こ
.

の

:

種
の
も
€ >
'

を
以
て
施
與
を
な
す
こ
と
は
無
論
、
立
派
な
と
と
で
は
あ
る
が
、
•一

 
し
‘か
し
巧
き
る
こ'と
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
必
要
物
を
以
て
施

輿
を
行
わ
な
い
方
が
よ
い
。
但
し
、
こ
の
場
合
に
も
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
例
•え
ば
、
隣
人
.が
極
"度
の
貧
窮
に
陷
っ
た
り
、
國
家
が
逋
大
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な
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難
に
直
商
し
た.場
合
な
ど
が
と
れ
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あ
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私
有
財
產
に
基
く
酞
會
的
義
務
を
忘
れ
だ
も
の
に
濫
贤

(
P
H
a
igalitas) 

•と
貪
與Ka

v
a
r
i
t
i
a
)

の
ニ
つ
の
惡
德
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い 

5
、
も
讨
貨
の
^
有
及
び
使
^
に
お
い
て
、
亚
し
き
度
合
を
超
ゆ
る
も
の
で
あ.る
か
ら
で
あ
る
o濫
費
は
專
ら
自
分
の
肆
意
の
滿
足
の
た
め 

に
自
分
の
財
産
を.濫
用
す
る
こ
と
で
あ
，る
が
、貪
慾
は
た
だ
に
施
與
の
義
務
を
閑
却
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ゥ
ズ
ラ

3

1

に
ょ
つ 

て
隣
人
を
：搾
取
す
る
た
め
に
自
分
の..財
產
を
濫
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
罪
麗
の
程
度
に
お
い
て
貪
慾
は
濫
費
に
遙
に
勝
る
も
の
で
あ
る
。 
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い
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る
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に
お
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て
も
窃
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の
不
可
な
る
こ
と
を
說
く
ア
ゥ
グ
ス.

チ
ヌ
ス
.や
こ
れ
を
祖
述
す
る
グ
ラ.'

 

チ
ア
ヌ
ス
の
立
場
と
異
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た
見
解
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
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1
マ
ス
の
財
產
論
は
十
五
世
紙
か
ら
今
日

•.に
至
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
の
形
.で
、
敎
會
の
神
學
者
達
に
ょ
っ
て
繰
り
返
ぇ
さ
れ
た
。
彼 

等
$
こ
0.理
論
を
援
用
し
て
、
各
人
.に
生
活
資
料
を
與
ぅ
る
た
_め
.に
國
-#
の
干
渉
を
要
求.し
た
と
き
に
は
、

こ
の.理
論
は
ー
っ
の
急
進
的

*

:
理
論
と
し
て
現
わ
れ
、
：諸
般
の
改
良
の
要
求
為
し
て
財
、產
權
を
擁
護
す
る
た
め
に

.利
用
さ
れI

I
 

一.■.っ
の
保
守
的
敎
說
と.し
て
現 

.
*
-
わ
I'た
。
>
1
マ
ス
の
理
論
は
中
世
の
支
配
階
級
に
と
っ
て
は
、
財
產
は
罪
の
結
果
で
あ
る

.と
い
ぅ
舊
來
の
キ
リ
ス
ト
敎
届
想
に
く
ら
へ 

.

(

る
と
、
.富
の
不
平
等
な
分
配
を
辯
護

」
て
く
れ
る
歡
迎
す
べ
きS

で
あ
っ
た
。
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'

ト
1
マK

の
財
疆
論
f

u

s

■
け
の
獨
占
物
5

っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
近
代
世
界
i

す
る
影
響
墓
f

 

2
っ
た
？

あ
ろ
ぅ
。
.し
か
し
、.旣
に
中
世
末
期
に
お
い
て
さ
ぇ
、
.彼

の

理

論

は

政

霞S

ょ
'っ
'て
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
當
時
の
大
い
t

政
治
的
、

社

富

闘

爭

の

武

器

と

な.っ
た
。
ま
.た
政
治
的
權
ヵ
の
起
«-
瀛

界

の

理

論

と

い

ろ.ぃ
ろ
.に
結
合
し
て
、+
^
世
紀
、
去

世

紀

の

政

治 

:
'
思
想
の
中
に
大
き
な
役
割
を
力
め
た
。
近
代
に
お
い
て
流
行
し
た
私
有
財
産
擁
護
論
は
殆
ん
ど
す
ベ
て
、
ト

i

ス
を
始
め
彼
の
感
化
を 

ぅ

け

，
こ

と

れ

汐

の

.時
^
の
思
想
家
達
に
ょ
っ
て
豫
想
さ
れ
た
も
の
で
あ

'る)

0
今
日
社
會
主
義
、
殊
に
共
產
主
義
匕
對
立
す
る
キ
リ
ス
ト
敎 

:
陣
營
の
財
産
理
論
が
ト
ー
マ
ス
理
論
办
完
全
な
る
祖
述
で
あ
る
こ
と
は
人
の
ょ
く
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
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